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 は じ め に  

 令和７年３月定例議会において、令和７年度一般会計予算案をはじめ、町政の重要案

件をご審議いただくにあたり、私の町政運営に対する基本的な所信を申し上げ、議員各

位並びに町民の皆様のご理解とご協力をお願いするものであります。 
 

 内閣府が発表した １月の月例経済報告では、「景気は、一部に足踏みが残るものの、

緩やかに回復している。」としており、日本銀行松本支店が１２月に公表した長野県の

金融経済動向によれば、「長野県経済は、持ち直している」とされています。 

 一方で、「先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあ

って、緩やかな回復が続くことが期待される。ただし、欧米における高い金利水準の継

続や中国における不動産市場の停滞の継続に伴う影響など、海外景気の下振れが我が国

の景気を下押しするリスクとなっている。また、物価上昇、アメリカの政策動向、中東

地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要がある。」とされ

ており、今後も景気の動向については引続き注視が必要な状況であります。 

 また、近年増加している自然災害についても経済に与える影響など懸念材料もあり、

ソフト面・ハード面から安全・安心な地域づくりを推進するとともに町民の防災意識の

向上を図る必要があります。 
 

 国は『経済財政運営と改革の基本方針２０２４』において、「経済・財政新生計画」

の対象期間を、人口減少が本格化する２０３０年度までの６年間とし、引き続き経済・

財政一体改革を推進するとしています。また、令和７年度予算においては、地方の安定

的な財政運営に必要となる一般財源の総額は、前年度の水準を下回らないように実質的

に同水準が確保される見込みです。一方で、「歳出構造を平時に戻すとともに、成長と

分配の好循環を拡大させる」としています。 

 また、『令和７年度予算の概算要求に当たっての基本的な方針について』では、「歳

出全般にわたり施策の優先順位を洗い直し、無駄を徹底して排除しつつ、予算の中身を

大胆に重点化する」とされており、地方に対しても引き続き厳しい歳出改革が求められ

ることが見込まれています。今後も景気の動向を含め、引続き注視が必要な状況です。 
 

 町を取り巻く状況は、世界情勢による円安や物価高騰などにより、生命や健康だけで

なく、社会・経済をはじめ多方面にわたって大きな影響を及ぼしています。町では、経

済対策、子育て・教育対策、生活困窮者への支援などの事業を迅速かつ柔軟に対応して

きましたが、引続き、感染症や物価高騰による危機を乗り越え、人々の意識や価値観の

変容をこれからのまちづくりに繋げていくことが重要であります。 
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 町の人口は、平成２２年の２万６千人余をピークに減少に転じ、平成２８年４月には

住民基本台帳人口が２４,９９８人となり、その後、２万５千人台を維持してきましたが、

令和２年度に入り減少に転じました。こうした人口減少時代に挑戦するため、平成２８

年度を初年度とし各種事業を展開してきた第５次振興計画は、これまでの施策の検証を

踏まえて令和３年度に見直しを行い、令和４年度から７年度までの後期計画に沿って更

に事業の展開を図ってまいりました。 

 令和７年２月１日現在の住民基本台帳人口は ２４,３４２人で、この１年では９８人

の減少となっています。 
 

 町の令和７年度の財政見込みは、物価高騰などの影響が続くことが見込まれ、歳入面

では 今後の税収が予測しにくい状況であります。一方、歳出面では、物価高騰対策経費

のほか、物件費・扶助費・補助費等の経常的経費の増加に加え、近年の大型公共事業や

今後も大型のハード事業の実施が見込まれる影響から、実質公債比率・将来負担比率も

増加傾向となることが予想され、更に厳しさを増していくことから健全な財政の確立を

図る必要があります 。 
 

 令和７年度は、まちづくりの指針となる箕輪町第５次振興計画の後期計画の４年目の

最終年度となります。今後も人口規模の維持を目標としますが、たとえ人口減少や高齢

化が進む中でも、地域の活力を維持し、防災・交通・医療・福祉・教育などの基盤が確

保され、安全で安心して心豊かに暮らせるまちづくりが必要です。 

 このため、喫緊の課題である少子化の克服に資する事業や、いつ起こるか分からない

災害・防災への備えや見直しなどの事業を進めるとともに、時代のニーズを捉え未来を

拓く事業として、デジタル変革に資する取組み、ゼロカーボンの実現に向けた取組み、

ＳＤＧｓの理念を導入した取組みを重点施策に位置付け、町の将来像である「みんなで

創る、未来につながる、暮らしやすい箕輪町」を目指し、箕輪チャレンジ事業に係る施

策を中心に、令和７年度の予算を編成いたしました。 
 

 最後に、箕輪町は昭和３０年１月１日に ３町村が合併し発足以来、「７０周年」の節

目の年を迎えました。この間には、昭和の高度経済成長・人口増加・住宅や工場の建設・

道路や上下水道などのライフライン建設などの成長発展を重ねた時代から、ここ十数年

は、少子高齢化などにより人口も横ばいから減少傾向になり、私たちの生活スタイルも

産業構造も大きく変わりつつある中での節目の年を迎えます。 

 世界情勢・我が国の政治、経済ともに先の見えない不安定な状況にあると思いますが、

箕輪町という町レベルにあっては、どんな時代・環境になろうとも、地方自治体として

チャレンジすることを忘れず、「さすがに箕輪町」といわれるような確固たる地位を築い

てまいるよう取り組んでまいります。 
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 一般会計及び特別会計を含めた全予算の総額は、１２１億８,０００万円です。 

 

❖令和７年度 会計別歳入歳出予算一覧       （単位：千円、％） 

会    計    名 本 年 度 前 年 度 比  較 増減率 

一 般 会 計 12,180,000 13,149,000 △969,000 △7.4 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,069,309 2,122,314 △53,005 △2.5 

後期高齢者医療特別会計 407,141 386,019 21,122 5.5 

介 護 保 険 特 別 会 計 2,487,250 2,339,536 147,714 6.3 

小       計 17,143,700 17,996,869 △853,169 △4.7 

水 道 事 業 会 計 

収益的収入 515,814 515,580 234 0.0 

収益的支出 510,304 508,343 1,961 0.4 

資本的収入 201,250 213,150 △11,900 △5.6 

資本的支出 417,069 416,594 475 0.1 

下水道事業会計 

収益的収入 989,643 1,050,322 △60,679 △5.8 

収益的支出 978,519 968,480 10,039 1.0 

資本的収入 714,800 663,094 51,706 7.8 

資本的支出 1,002,542 970,583 31,959 3.3 

合        計 

（ 小計＋公営企業会計収益的支出 ） 
18,632,523 19,473,692 △841,169 △4.3 

令和７年度 予算の概要 
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令和７年度 箕輪町一般会計 予算額 
 

１２１億 ８,０００万円 
 

「町発足７０周年 未来へ つなぐ えがく 持続可能なまちづくり」予算 
 
 

 令和７年度一般会計当初予算額は、１２１億８,０００万円であり、令和６年度に比べ

９億６,９００万円、７.４％の減となりましたが、予算規模の減少の要因は、前年度予

算には整備中の町民体育館等の耐震改修リニューアル事業が計上されていたことによる

ものです。 

 令和７年度予算編成にあたり、歳入面では 国庫補助金や後年度に交付税措置のある 

地方債を活用すること、歳出面では 事業の選択と集中､事務事業の見直しを行い財政の

健全性の確保に努めるとともに、国の補正予算を活用した事業の前倒し、一方で、財源

不足により実施年度の先送りをした事業もありますが、重点配分した主な施策は次のと

おりです。 

 人口減少・少子化については、こどもの健やかな成長のために、妊娠期からこどもが

成人に至るまで、地域全体で喜びや楽しさを実感しながら子育てができる社会を実現す

るため、「箕輪町こども・子育て応援条例」、策定中の「箕輪町こども計画」に、効果的

な施策を充実しながら展開してまいります。 

 安全・安心のまちづくりについては、地区防災計画や防災マップ作成などで地域防災

力の向上のための支援のほか、近年相次ぐ災害に備え、「能登の教訓」を生かした災害へ

の備えの見直し、防災備蓄品の充実、住宅・上下水道の耐震化、外国人など災害時弱者

対策や、防災情報を確実に伝えるための防災アプリの活用などを図ってまいります。 

 また、若者の人口減少・移住定住対策、結婚支援と生活基盤の安定対策、子育て、教

育施策や、振興計画後期計画に追記した、ゼロカーボンシティの実現に向けた「ゼロカ

ーボンの推進」や、新たな先端技術の活用による町民サービスの向上に資する「ＤＸの

推進」についても積極的に取り組んでまいります。 

 産業振興については、物価高騰を乗り越え一日も早い社会経済活動を回復し、「農業応

援団計画」、「工業ビジョン」、「観光戦略プラン」、「森林ビジョン」に基づき地域の活力

と働きがいを生む産業づくりのための施策を進めてまいります。 

令和７年度 一般会計予算について 
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令和７年度 一般会計予算の歳入について 

 

❖一般会計予算款別一覧表（歳入）         （単位：千円、％） 

款 
本年度 

予算額 
構成比 

前年度 

予算額 
構成比 比 較 増減率 

１ 町税 3,582,000 29.4 3,543,146 26.9 38,854 1.1 

２ 地方譲与税 122,498 1.0 118,697 0.9 3,801 3.2 

３ 利子割交付金 2,000 0.0 2,000 0.0 0 0.0 

４ 配当割交付金 20,000 0.2 20,000 0.1 0 0.0 

５ 株式等譲渡所得割交付金 21,000 0.2 20,000 0.1 1,000 5.0 

６ 法人事業税交付金 64,000 0.5 64,000 0.5 0 0.0 

７ 地方消費税交付金 680,000 5.6 680,000 5.2 0 0.0 

８ 環境性能割交付金 12,000 0.1 10,000 0.1 2,000 20.0 

11 地方特例交付金 47,000 0.4 42,000 0.3 5,000 11.9 

12 地方交付税 2,720,000 22.3 2,600,000 19.8 120,000 4.6 

13 交通安全対策特別交付金 1,500 0.0 2,000 0.0 △500 △25.0 

14 分担金及び負担金 84,755 0.7 96,906 0.7 △12,151 △12.5 

15 使用料及び手数料 46,385 0.4 46,028 0.4 357 0.8 

16 国庫支出金 1,320,967 10.8 1,050,323 8.0 270,644 25.8 

17 県支出金 712,237 5.8 675,310 5.1 36,927 5.5 

18 財産収入 8,551 0.1 9,652 0.1 △1,101 △11.4 

19 寄附金 300,003 2.5 300,003 2.3 0 0.0 

20 繰入金 692,933 5.7 875,254 6.7 △182,321 △20.8 

21 繰越金 300,000 2.5 300,000 2.3 0 0.0 

22 諸収入 432,171 3.5 434,681 3.3 △2,510 △0.6 

23 町債 1,010,000 8.3 2,259,000 17.2 △1,249,000 △55.3 

歳 入 合 計 12,180,000 100.0 13,149,000 100.0 △969,000 △7.4 
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 個人町民税は、物価上昇や景気動向、賃金の引き上げや前年度の賦課状況を考慮し、

現年度分については０.２％の増を、滞納繰越分を含めた全体額については０.４％の

増を見込みました。 

 法人町民税は、物価上昇や世界情勢の影響による景気動向を考慮し、現年度分、滞

納繰越分を含めた全体分どちらも１０.８％の減を見込みました。 

 固定資産税は、土地に関しては下落傾向が続いているものの、家屋及び償却資産に

ついては、新築住宅件数の伸びやコロナ禍の設備投資に係る軽減措置の段階的な終了

等から、現年度分、滞納繰越分を含めた全体分どちらも４.１％の増を見込みました。 

 軽自動車税は、現年度分、滞納繰越分を含め１.１％の減を、町たばこ税は前年度

比０.６％の増を見込みました。 

 町税全体では、３５億８,２００万円、前年度比１.１％の増を見込みました。 

 

 地方譲与税は、地方揮発油譲与税を２,６００万円、自動車重量譲与税を８,５００万

円、森林環境譲与税を１,１４９万８千円、合わせて１億２,２４９万８千円となり、  

前年度比３.２の増を見込みました。 

 

 利子割交付金は、２００万円で前年度同額を見込みました。 

 

 配当割交付金は、２,０００万円で前年度同額を、株式等譲渡所得割交付金は、 

２,１００万円で 前年度比５.０％の増を、法人事業税交付金は、６,４００万円で 前年

度同額を見込みました。 

 

 地方消費税交付金は、６億８,０００万円で前年度同額を見込みました。 

 

 環境性能割交付金は、１,２００万円で前年度比２０.０％の増を見込みました。 

 

 地方特例交付金は、４,７００万円で前年度比１１.９％の増を見込みました。 

 

 地方交付税は、地方財政計画、税収の状況や実績などを勘案し２７億２,０００万円で

前年度比４.６％の増を見込みました。 

 

 交通安全対策特別交付金は、１５０万円で前年度比２５.０％の減を見込みました。 
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 分担金及び負担金は、農林水産業費、土木費分担金のほか保育園運営費、学童クラブ

運営費の負担金などで、前年度比１２.５％減の８,４７５万５千円を見込みました。 

 

 使用料及び手数料は、道路占用料、公営住宅使用料、戸籍住民基本台帳手数料などで、

前年度比０.８％増の４,６３８万５千円を見込みました。 

 

 国庫支出金は、児童手当負担金、自立支援事業費負担金、社会資本整備総合交付金な

ど、事業実施に伴う国庫負担金、補助金及び委託金のほか、地域脱炭素移行･再エネ推進

交付金など、前年度比２５.８％増の１３億２,０９６万７千円を見込みました。 

 

 県支出金は、児童手当県負担金、自立支援事業費県負担金、国保基盤安定負担金、県

税徴収事務委託金など事業実施に伴う県負担金、補助金及び委託金で、前年度比    

５.５％増の７億１,２２３万７千円を見込みました。 

 

 財産収入は、土地建物貸付収入、基金の運用収入など、前年度比１１.４％減の    

８５５万１千円を見込みました。 

 

 寄附金は、ふるさと応援寄附金を前年度同様の３億円見込むなど、３億 ３千円を見

込みました。 

 

 繰入金は、財政調整基金からの繰入れを３億６,０００万円、ふるさと応援基金からの

繰入れを２億７,０００万円、福祉基金からの繰入れを３,０００万円 見込むなど、前年

度比２０.８％減の６億９,２９３万３千円を計上いたしました。 

 

 繰越金は ３億円を、諸収入は ４億３,２１７万１千円を見込みました。 

 

 町債は、町民体育館・武道館増改築事業に係る起債の減により、前年度比５５.３％減

の１０億１,０００万円を 計上いたしました。 
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令和７年度一般会計予算の歳出について 

 

❖一般会計予算款別一覧表（歳出） 

                             （単位：千円、％） 

款 
本年度 

予算額 
構成比 

前年度 

予算額 
構成比 比 較 増減率 

１ 議会費 108,551 0.9 134,647 1.0 △26,096 △19.4 

２ 総務費 1,879,119 15.4 1,680,113 12.8 199,006 11.8 

３ 民生費 3,565,162 29.3 3,105,846 23.6 459,316 14.8 

４ 衛生費 1,495,526 12.3 1,385,329 10.5 110,197 8.0 

６ 農林水産業費 527,675 4.3 548,553 4.2 △20,878 △3.8 

７ 商工費 570,602 4.7 576,530 4.4 △5,928 △1.0 

８ 土木費 1,077,955 8.9 1,177,823 9.0 △99,868 △8.5 

９ 消防費 485,276 4.0 393,881 3.0 91,395 23.2 

10 教育費 1,544,543 12.7 3,221,105 24.5 △1,676,562 △52.0 

11 災害復旧費 3,000 0.0 3,000 0.0 0 0.0 

12 公債費 892,591 7.3 892,173 6.8 418 0.0 

14 予備費 30,000 0.2 30,000 0.2 0 0.0 

歳出合計 12,180,000 100.0 13,149,000 100.0 △969,000 △7.4 

 

 一般会計歳出予算の概要については、第５次振興計画に掲げられた６つの「まちの  

将来像」に沿って、ご説明申し上げます。 
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＜人のつながりと協働のまちづくり＞ 

 国は地方創生２.０の基本的な考え方として、人口規模が縮小しても経済成長し、社会

を機能させる適応策を講じていくため、一極集中をさらに進めるような政策の見直しや、

若者や女性にも選ばれる職場や暮らしを実現する政策の強化、都市と地方の新たな結び

つき・人の往来を円滑化する政策の強化などを示しました。令和７年３月改訂の「箕輪

町人口ビジョン」及び「箕輪町まち・ひと・しごと総合戦略」により、これまでの施策

にデジタル・新技術も最大限活用し、地方創生に取り組んでまいります。 

 持続可能なまちづくりのため「経済」「社会」「環境」という３つのテーマに取組むう

えで、これまでとは違う新しい価値を作り出し、課題を解決していく「ＳＤＧｓ未来  

都市計画」を策定し、ＳＤＧｓによるまちづくりにより一層取り組んでまいります。 

 自治組織や地域住民が自主的に行うコミュニティ活動を通じたつながりを深める取組

みや地域課題を解決する取組みに対し、地域総合活性化事業交付金により引続き支援し

てまいります。 

 町民の皆さんの意見を町政に反映するため、「町長への手紙」、「住民満足度調査」を  

引続き実施し、寄せられた意見をデータベース化することで、情報共有を図り政策の  

立案・改善につなげ、住民満足度の向上を図ります。 

 ホームページの閲覧者の利便性及び検索性の向上を図るため、令和６年１２月に  

ホームページのリニューアルを行いました。引続き、広報誌をはじめ各種広報ツールに

より町民等のニーズにあった情報発信と町内外に町の魅力を発信します。 

 誰もが気軽に利用できる居場所や多世代が過ごしやすい空間であるとともに、災害時

の防災拠点としての防災機能を備えた防災交流施設「みのわＢＡＳＥ」が令和６年４月

にオープンしました。町民の皆さんとの共創により施設の利用及び多世代の交流の促進

を図り、賑わいの場の創出につなげます。 

 また、公園施設の老朽化や多様化する住民ニーズなどに対応するため、公園のあり方

や新たな役割について検討してまいります。 

 

振興計画の基本計画に沿った予算事業 

❖１ 人の「Ｗａ！」が輝くまち 
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○男女共同参画 

 男女共同参画や女性活躍推進のため、第３次男女共同参画計画に基づき、「アンコンシ

ャスバイアス」を学び、仕事と家庭、子育て等を両立できるよう、相談や学びの機会を

つくるほか、地域や企業に対し女性が活躍しやすい環境づくりやジェンダーギャップの

解消に向けた普及啓発を進めます。あわせて、長野県パートナーシップ届出制度や職場

いきいきアドバンスカンパニー認証制度の周知など、多様な人々が暮らしやすい町の実

現のため取り組んでまいります。 

 

〇若者活躍 

 若者活躍による元気あふれるまちづくりを推進するため、若者の参画によるまちづく

りや交流の場を広げる活動に対し、若者活躍応援事業補助金により若者の活躍の機会を

創出してまいります。さらには、（仮称）若者座談会の開催や（仮称）若者世代住民意識

調査により若者のニーズを的確に把握し、若者のニーズに合った施策の展開と若者人材

の自発的活動の拡大によって、若者に選ばれる魅力的なまちづくりを進めてまいります。 

 

○地域間交流推進 

 地域間交流推進事業として、引続き姉妹友好都市である豊島区をはじめ、浜松市庄内

地区、東京箕輪会、愛知県幸田町等を通じた交流を行います。また、令和７年度には愛

知県幸田町と姉妹都市を締結し、教育、文化、スポーツ、芸術など幅広い分野で相互交

流を図ってまいります。 

 

○町発足７０周年 

 箕輪町は昭和３０年１月に、中箕輪町・箕輪村・東箕輪村の３町村が合併して誕生し、

令和７年は町発足７０周年の節目の年になります。町発足７０周年記念テーマである「つ

なぐ えがく みのわの未来」のもと、町民の皆様と共に創り、盛り上げ、町への愛着の

醸成を図るとともに、８０年・９０年・１００年の目指すべき未来の箕輪町へつなぐた

め記念事業に取り組んでまいります。 

 

＜安全・安心の推進＞ 

 巨大な台風や局地的な集中豪雨、大規模地震など激甚化・頻発化する自然災害の脅威

には万全な備えが必要です。氾濫を防ぐ河川改修や急傾斜地の崩落防止対策などハード

事業を緊急度に応じて順次進めてまいります。 

 町としては、令和５年度から避難所の「トイレ関連備蓄品」を３年間で計画的に整備



 

 
- 11 -

しているほか、令和６年能登半島地震の状況を踏まえ、国の令和６年度補正予算事業を

活用して非常食・水をはじめとする生命の維持に不可欠な必需品や、避難所の生活環境

を向上させるための資機材の備蓄を進めてまいります。また、現状に即した防災訓練に

取り組むとともに、他自治体との相互応援体制を強化するため、東京都豊島区、愛知県

幸田町などに加え京都府京丹波町との協定を締結するなど災害対応力の向上を図ります。 

 災害時の情報伝達は極めて重要であり、防災行政無線や防災アプリ「みのわメイト」

の活用のほか、携帯電話を利用していない高齢者一人暮らし世帯を中心に戸別受信機を

無償貸与してまいります。 

 消防体制は広域常備消防組織を柱として、消防団は火災や災害時の支援、火災予防、

捜索活動などを担っており、定期的に団員の消防技術訓練や装備の点検を実施するなど

地域に根ざした活動を展開しています。 

 実状に即し令和６年度から団員定数を３００人に削減していますが、団員確保や出動

率の低迷など依然として厳しい状況にあります。新たに現行の活動服を高視認性活動服

へ更新し安全な活動環境を整備するとともに、団員の負担軽減など消防団のあり方につ

いて引続き検討してまいります。 

 

 十数年に及ぶセーフコミュニティ活動を通じて培った「予防」「データ重視」「協働」

といった観点を基礎とした、本定例議会に議案を上程いたしました「安全安心なまちづ

くり条例」に基づき、総合的かつ体系的に施策を網羅した「安全安心なまちづくり推進

計画」を新たに策定し、安全安心で心豊かに暮らせるまちづくりを推進してまいります。 

 専任の職員２人による安全安心パトロール隊による町内の巡回を行い、子どもの見守

り活動や地域の防犯活動、交通安全活動を実施しているほか、庁内各課と連携した業務

を行っています。今後も町民の皆様に対面にて直接呼びかけることにより、防犯意識や

交通安全意識を高め、犯罪・事故・事件の抑止につなげてまいります。 

 また、南信交通災害共済保険の公費加入については、これまでの「０歳から中学生ま

で」を「０歳から高校生まで」に拡大し、高齢者の運転免許自主返納の促進の継続のほ

か、高校生世代への自転車用ヘルメット購入補助を継続するなど交通安全の推進に積極

的に取り組みます。 

 

＜快適な生活環境の整備＞ 

○資源の循環 

 箕輪の財産である豊かな自然を後世に残していくためには、環境負荷の少ない循環型

社会の構築が必要です。資源の有効活用とリサイクル推進のため、剪定枝などの木質  
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資源を薪やチップ化して再利用するみどりの資源リサイクル事業を引続き実施します。

また、夜間や休日も利用できる資源物回収ステーションは、排出量の増加に対応するた

めのスペース拡大策として、新たに雑誌や新聞・段ボールを回収するためのコンテナを

増設します。 

 生ごみの減量化については、食品ロス削減の啓発として、新たに生ごみ減量化トライ

アル事業を実施するとともに、家庭での生ごみ処理機購入費用に対する補助を引続き行

ってまいります。 

 また、容器包装プラスチックだけでなく、製品プラスチックにつきましても、令和７

年４月から資源プラスチックとして回収を行い、それに伴う排出量の増に対応するため、

これまで月２回の収集回数を週１回に増やします。資源プラスチックの分別収集にさら

に努めるとともに、適切なプラスチック製品の使用や脱プラスチックへの変容を推進し

ます。 

 複雑なごみの分別方法や排出ルールに対し、転入者や外国人住民の皆様のより深い理

解の促進のため、７言語に対応したごみ捨て案内動画を作成・活用することにより、自

宅等での繰返し動画視聴が可能になり、分別ルールの徹底が期待されます。 

 

○環境美化 

 各種アンケート結果では、町内の道路脇や公園などにポイ捨てされたごみへの対応や

手入れがなされずに雑草が繁茂することにより、ポイ捨て環境を助長している状況に対

して除草などを求める声などが寄せられています。 

 環境美化統一行動には多くの町民の皆様にご参加いただき、美しく住みよい生活環境

の保全にご協力いただいておりますが、行政としても回数や方法などに工夫を加え、よ

り効果的でこどもから大人まで全町的な取組みとなるよう検討してまいります。 

 ごみの不法投棄は、景観や環境の悪化とごみに対する意識の低下につながりますので、

県や町の不法投棄監視員と協力しながら防止に努めてまいります。 

 アレチウリやオオキンケイギクをはじめとする特定外来植物は、旺盛な繁茂により在

来の生態系を破壊し、動植物に悪影響を及ぼします。区が行う駆除活動に対してアレチ

ウリ駆除区衛生部補助金を交付し駆除活動を支援してまいります。 

 

○地域公共交通 

 平成２１年度から運行しているみのちゃんバスは、年間３万人前後の皆様にご利用い

ただいております。また、平成２９年に伊那地域定住自立圏形成協定を締結した伊那市、

南箕輪村とともに運行している伊那本線は、伊那市街及び伊那中央病院への交通手段と
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して活用されています。 

 高齢化の進行により、買い物や通院など高齢者の日常生活の移動手段の確保が大きな

課題であることから、令和５年１０月から、町内定額タクシー「まちなかタクシー」を

運行していますが、１日平均４０回以上のご利用があり、概ね好評をいただいておりま

す。一方で今後、利用者数や利用回数の増加に伴う財源問題や、受益者負担の平等性の

観点から制度の見直しについて検討していく必要があると考えています。あわせて、み

のちゃんバスや伊那本線の利用状況、町民の皆様の意見を踏まえながら、当町としての

将来的な地域公共交通のあり方を幅広く検討してまいります。 

 また、リニア中央新幹線の開業や三遠南信自動車道の延伸を見据えた飯田線の活用、

地域振興策についても検討してまいります。 

 

○消費者保護 

 特殊詐欺の被害に遭う高齢者がいまだ無くならない状況ですので、特殊詐欺被害防止

のための対策機器設置に対する補助を引続き実施するとともに、被害防止のための啓発

や、高齢者見守りネットワークによる見守り、声かけ等の取組みを行います。 

 また、多様化、複雑化する消費生活相談に対応するため、伊北４市町村で設置してい

る伊那市消費生活センターを身近な相談場所として運営を行ってまいります。 

 

○公園墓地事業 

 墓地の承継に不安を抱く方などが共同で利用する合葬式墓地の整備を望む声を受け、

令和４年度に松島大原公園墓地内に整備した合葬式墓地「蕗原の丘」については、個別

埋蔵２００体、共同埋蔵８００体の合計１,０００体の埋蔵が可能です。引続き使用者の

募集・運営を行ってまいります。 

 

○ゼロカーボン推進事業 

 世界各地で発生する豪雨災害や猛暑、干ばつによる食糧不足、水不足など地球温暖化

は人類のみならず全生命体の危機となっており、国、県と歩調を合わせた具体的な取組

みが求められていることから、令和４年７月に「箕輪町地球温暖化対策実行計画」を策

定し、町民・事業者・行政等多様な主体が連携して、２０５０年までにゼロカーボン達

成に挑戦する「ゼロカーボンシティ宣言」をいたしました。 

 令和４年９月には、国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金「重点対策加速化事業」

の事業計画が環境省に受理され、令和４年度から令和９年度にかけてゼロカーボンに向

けた取組みを加速しています。町が保有する施設の屋根に可能な限り太陽光発電設備を
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設置するとともに、令和５年度に着手した役場北側駐車場を活用してのソーラーカーポ

ートの整備、特殊車両を除く公用車のＥＶ化や 公用車から電力を役場庁舎へ供給する 

Ｖ２Ｘ充放電設備の整備及び公共施設間で電力を融通しあうマイクログリッドを構築し

ました。また、主要な公共施設の照明のＬＥＤ化、郷土博物館への太陽光発電設備の設

置、箕輪中学校への太陽光発電設備の増設と蓄電池の導入、災害時に二次避難所となる

社会体育館への電源の確保を図るとともに、ながたの湯及び夢まちＬaｂｏへのＰＰＡ方

式による太陽光発電設備の導入を行いました。 

 令和７年度に実施予定でありました、箕輪中部小学校、東小学校、西小学校への太陽

光発電設備及び蓄電池の導入につきましては、令和６年度国補正予算を活用することに

より令和７年１月臨時町議会において前倒しして予算化して整備を進めています。引続

き平時における消費電力の自給率を高めるとともに、災害時の停電に対応するため、二

次避難所となる隣接する体育館に電源供給できるよう整備を行い、防災面の強化も図り

ます。このほかファームテラスや産業支援センターみのわへも太陽光発電設備を設置し

ます。 

 また、施設の長寿命化改修を兼ねた、窓や壁などの断熱性能を高め省エネに資する  

ＺＥＢ改修の可能性について、保健センターと松島保育園で調査します。 

 これらの取組みにより、町所有施設におけるＣＯ₂排出量の２０１３年度比で６０％削

減を加速してまいります。 

 また、家庭におけるゼロカーボンを強力に進めるため、住宅用太陽光発電設備や蓄電

設備、太陽熱設備の設置を支援し、エネルギーを自らつくり自ら活用する自産自消の創

エネ化を推進しています。さらに、事業所が実施する太陽光発電設備、太陽熱設備につ

いても設置に対する補助事業を実施し、事業所から排出されるＣＯ₂の削減を図ります。 

 さらに既存住宅の窓や壁等の断熱改修による省エネ化を推進するとともに、自家用車

をガソリン車からＥＶ等への切り替えとエコドライブへの意識向上を図るとともに、Ｅ

Ｖから住宅に電力を供給するＶ２Ｈ充放電設備の導入を推進し、持続可能なライフスタ

イルへの変容を促し、ゼロカーボンにつながる新しい快適で豊かな暮らしと持続可能な

地域社会づくりを目指すとともに、災害時等における停電対策など地域防災力強化を図

ってまいります。あわせて県が行っている住宅や事業所への太陽光発電設備や蓄電池を

共同購入するグループパワーチョイス事業や初期費用なしで太陽光発電設備が設置でき

る民間のＰＰＡの活用促進にも取り組んでまいります。 

 住宅での太陽光発電で家庭で使い切れなかった余剰電力や卒ＦＩＴとなった電力を地

域新電力会社へ集約し、公共施設や事業所等で再エネを活用できるようにし、電力の地

産地消、自給率の向上及び地域内経済循環等に向けた体制の構築を目指します。 
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 これまでの啓発活動や近年の異常気象等の増加により、住民・事業者の気候変動問題

やゼロカーボンへの認識、理解は高まりつつありますが、具体的な行動変容に向けた意

識醸成を図ることは急務であると考えます。一人ひとりがゼロカーボンに取り組んでも

らえるよう街頭啓発活動やイベント等の開催、補助金活用につながる相談会の開催など

にも引続き取り組みます。 

 令和７年は、ゼロカーボンシティ宣言から３年目を迎えるとともに、町発足７０周年

を迎える節目の年になります。この機会に、気候変動の問題を改めて考え、ゼロカーボ

ンに取り組む必要性やメリット、ＳＤＧｓの理念に基づく持続可能なまちづくりを理解

していただくため、「地球・環境・未来フェス」を開催します。フェスでは、特に、未来

を担う小中学生が参加をしていただけるような「見て触れる」学びのコーナーをはじめ、

ＳＤＧｓ・ゼロカーボン体験コーナー、講演会と発表のコーナーやワークショップの開

催など、町民・事業者・行政が一体となり、行動変容や取組みの加速化を図る催しを実

施します。 

 引き続き国の「デコ活応援団（官民連携協議会）」や県の「くらしふと信州」、上伊那

地域の「上伊那ゼロカーボンプラットフォーム」などのゼロカーボン推進組織と連携し

て、２０５０年のゼロカーボン達成に向けて町民、事業者、行政が一体となって取り組

み、サステナブルな町づくり、地域づくりを進めてまいります。 

 

＜移住定住推進事業＞ 

 箕輪チャレンジにおいて、将来の暮らしやすさを守る人口規模を維持するため、人口

減少対策のための施策を進めていますが、令和７年２月１日現在の住民基本台帳人口は、

２４,３４２人となっています。依然として、２０代女性の転出超過、大学進学等で転出

した若者のＵターンが少ないことなどが大きな課題となっています。 

 令和元年度から実施しています「みのわＵ・Ｉターン応援プロジェクト」は、一定の

成果は出ているものと思われますが、実績の検証・評価を行い、より効果のある施策へ

と見直し、一層の若者・子育て世代のＵ・Ｉターンによる移住者の増加を目指します。 

 オンラインによる移住相談会・移住セミナーの実施や都市部での対面による相談会な

どに積極的に参加するなど、相談体制の充実を図ります。実際に箕輪町を訪れ体感して

いただく「田舎暮らし体験ツアー」の実施など、さらなる移住定住の促進を図ってまい

ります。 

 令和７年度は、町内全域の空き家を把握する実態調査を行い、第３次箕輪町空き家等

計画を策定し、効果的な空き家解消・利活用のための取り組みを行います。また、「空き

家バンク」と「空き地バンク」の相互活用など、町民の安心・安全な生活環境の確保と
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空き家・空き地を活用した定住人口の増加のため、各種空き家対策事業を実施いたしま

す。 

 また、森林（もり）の里親に関する協定を更新し、森林整備を行っている豊島区と環

境交流事業を実施するなど、関係人口の創出拡大も図ってまいります。 

 

＜多文化共生・外国人生活相談支援＞ 

 町内には３％を超える外国人の皆さんが暮らしていますが、言語による壁が大きく、

日常生活に支障が出ている方もいます。外国人生活相談員２人体制を維持し、通訳・翻

訳業務のほか、地域への啓発活動、外国にルーツのある児童生徒のサポートなど生活上

の様々な支援を行ってまいります。また、定期的な「生活者としての日本語教室」の実

施により、外国人の生活力向上に努めます。あわせて、災害時に「避難行動要支援者」

「要配慮者」になりうる外国人を支援する「災害時外国人支援サポーター」や「災害時

通訳翻訳ボランティア」の養成などの災害時外国人支援事業を進めます。さらには、当

町における多文化共生施策を体系的、総合的に推進するための計画を新たに策定し、多

文化共生のまちづくりを着実に進めてまいります。 

 

＜ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の力強い推進＞ 

 箕輪町におけるＤＸを推進するため、窓口への端末設置による簡易的な書かない窓口

の構築や データによる受付けなどの受付方法、カウンター更新を含む窓口最適化などの

住民サービス向上につながるフロントヤード改革（業務見直しによる職員の導線最適化

及びデータ連携などのバックヤード改革含みます）を中心に取り組んでまいります。 

 マイナンバーカード関連の各種申請書に対する簡易的な書かない窓口システムの導入

や、おくやみ手続きでの「書かない窓口ツールの活用」により来庁者の皆様及び職員側

の負担を軽減いたします。令和６年度にキャッシュレス端末の導入や、電子申請と連携

した電子決済機能を追加しました。令和７年度の自動釣銭機導入と併せ、キャッシュレ

ス環境を拡充するとともに迅速正確な現金決済にも対応してまいります。 

 また、デジタル郵便サービスを導入することで特定の住民の方へ送付する通知などを

電子的に送付でき、住民の皆様は時間や場所を選ばずに通知を確認することができるよ

うになります。職員側は通知の開封確認ができるとともに、郵送に係る印刷や封入など

に係る手間やコストの削減につながることが期待できます。 

 令和７年度末にかけて、各種申請、手続きの徹底的なオンライン化を図り、申請や手

続きのためだけに役場に行かなくてもよい環境を構築します。役場に来庁いただき申請

や手続きをする場合でも、職員が聞き取りしながら入力するなど「書く」負担を軽減い
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たします。職員側も紙での受付ではなくデータでの受付一本となることで事務負担の軽

減につなげていきます。 

 生成ＡＩの本格導入によりＡＩに任せられる部分は任せ、職員（人間）にしかできな

い業務に丁寧に取り組んでまいります。 

 なお、教育分野のＤＸについては、後段で示させていただきます。 

 

＜理解され信頼される行政運営＞ 

 少子高齢化の進展・生産年齢人口の減少をはじめ、個人のライフプラン・価値観の多

様化等により、町職員を取り巻く状況は大きく変化しています。複雑多様化する行政課

題に対応し、住民に信頼される職員を育成します。職員の能力を引き出し、職員一人ひ

とりがやりがい・成長実感を得られ、多様な働き方を受け入れる職場環境づくりを進め

るため、箕輪町人材育成・確保基本方針を見直すとともに、人事評価システムを導入い

たします。 

 職員がワークライフバランスを保ち、ハラスメントのない安心して職務に専念できる

職場とするよう職員研修等を引続き行ってまいります。 

 行政内部でのＤＸを推進することで住民サービスの向上につなげることはもとより事

務の効率化、働き方改革、ペーパーレスなど環境への負荷軽減を図り、増大・多様化す

る行政需要に、より的確かつ迅速な対応ができる組織を目指すとともにデジタル化の進

展など、極めて速いスピードで変わりゆく社会の変化に柔軟に対応できる職員の意識改

革や育成を進めてまいります。 

 

令和７年度 主な予算措置 

区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

拡 マイクロバスリース料 2,007 

箕・継 地域総合活性化事業交付金 （緊急対応分含む） 42,550 

箕・継 町長への手紙 60 

継 地域集会施設、改修事業補助金 7,114 

箕・継 防災交流施設事業 31,682 

箕・継 住民満足度調査、１７歳町民意識・生活実態調査 856 

箕・新 若者活躍推進事業委託 770 

箕・継 男女共同参画事業 （アクションプラン推進等委託） 1,326 

箕・継 女性就業相談支援事業 3,831 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

箕・継 女性の働きやすい環境づくり補助金 900 

箕・継 若者活躍応援事業補助金 1,000 

継 ふるさと応援寄附金業務委託 143,159 

拡 地域間交流推進事業 （豊島区、浜松市庄内地区、東京箕輪会、愛知県幸田町） 7,000 

箕・継 関係人口創出拡大事業 3,948 

箕・継 豊島区環境交流事業 710 

新 自治体間災害時相互応援協定の締結 105 

拡 災害備蓄品等整備 ※令和６年度補正予算 66,737 

新 みのわ防災フェスタ事業 1,283 

新 防災無線（同報系）操作卓更新工事 24.937 

新 長野県衛星系防災行政無線設備更新工事負担金 24,558 

継 自主防災組織育成補助金 1,500 

継 防災士養成事業補助金 135 

継 消防団員報酬 14,318 

拡 消防団員用高視認性活動服等 6,915 

継 消防団員準中型運転免許等取得費補助金 770 

継 警鐘櫓解体工事 1,177 

新 耐震性防火水槽整備事業 33,093 

新 消防団詰所耐震診断事業 2,530 

継 消防施設等整備補助金 2,012 

箕・継 安全安心な区協議会活動推進補助金 700 

継 安全安心パトロール事業 5,843 

継 交通安全対策施設等整備工事費 （道路反射鏡更新含む） 12,257 

継 運転免許自主返納交付金 1,000 

継 自転車用ヘルメット購入補助金 150 

拡 南信交通災害共済掛金負担金 （０歳から高校生まで） 780 

新 飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金 300 

新 みどりの資源リサイクルステーション整備委託 2,817 

箕・継 みどりの資源リサイクル事業 2,291 

継 紙おむつ使用者ごみ袋支給事業 1,889 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

新 （ＤＸ） 窓口ごみ案内用動画制作委託 990 

新 生ごみ減量化トライアル事業委託 273 

継 生ごみ処理機購入補助金 1,200 

継 ごみ処理施設運営等負担金 （上伊那広域連合負担金） 160,210 

拡 ごみ・資源物収集業務委託料 93,100 

継 アレチウリ等駆除区衛生部補助金 793 

箕・継 町内巡回バス運行業務委託料 22,693 

箕・継 伊那地域定住自立圏地域公共交通（伊那本線）負担金 9,470 

箕・継 伊那本線高齢者等利用助成負担金 300 

箕・継 町内定額タクシー 「まちなかタクシー」 使用料 22,590 

継 特殊詐欺防止対策機器設置補助金 180 

継 伊那市消費生活支援センター負担金 1,416 

箕・拡 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 住宅・事業所用太陽光発電設備等設置補助金 81,400 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 住宅用PPA 導入推進協力金 200 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） EV 等購入補助金 1,000 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） Ｖ２Ｈ充放電設備導入補助金 1,000 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 住宅断熱リフォーム補助金 7,500 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 補助金申請等受付等事務委託料 968 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） ＥＶ公用車購入 （４台：軽貨物車２台、軽乗用車２台） 11,638 

箕・継 
（ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 周知啓発に関する経費 

  （街頭啓発、補助金活用推進のための調査、環境教育等） 
5,812 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 照明LED リース事業 ３０施設 19,219 

箕・新 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） ＺＥＢ化可能性調査委託料 8,965 

箕・新 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 地球・環境・未来フェス 8,613 

拡 外国人生活相談支援事業、自動翻訳ツール導入 5,746 

新 生活者としての日本語教室事業 3,135 

拡・新 災害時外国人支援事業、多文化共生推進計画策定 838 

箕・継 移住体験ツアー業務委託 731 

箕・継 移住定住応援家賃補助金 972 

箕・継 宅地開発促進事業補助金 2,160 

箕・継 若者世帯定住支援奨励金 26,460 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

箕・継 空き家改修費等補助金 2,160 

箕・継 空き家片付け事業補助金 1,080 

箕・継 空き家解体事業補助金 1,000 

箕・継 箕輪町Ｕ・Ｉターン応援就労・起業支援補助金 4,600 

箕・継 箕輪町Ｕ・Ｉターン応援特定人材就労奨励金 1,530 

箕・継 箕輪町Ｕ・Ｉターン応援奨学金返還等支援補助金 3,475 

箕・新 空き家調査業務委託 4,235 

継 マイナンバーカード交付事業費 3,825 

新 （ＤＸ） 人事評価制度改訂及びシステム構築委託料 4,862 

新 （ＤＸ）人 事評価システム利用料 825 

箕・継 
（ＤＸ） 住民票等コンビニ手数料引下げ 
  （戸籍１枚４５０円・その他１枚３００円 ⇒ １枚５０円へ） 

-  

箕・新 （DX） 簡易書かない窓口システム導入 370 

箕・新 （DX） 自動釣銭機導入 1,154 

箕・新 （DX） デジタル郵便サービス導入 63 

箕・新 （DX） 生成ＡＩ導入 795 

 

 

 

 

 

 町民の皆様が、住みなれた地域で支え合い、生涯にわたって健やかに暮らせるよう、

「健康づくり推進条例」の基本理念に沿って「第３次健康増進計画」、「第３次食育推進

計画」、「第２次自殺対策計画」の各施策を推進します。 

 箕輪町の国民健康保険のデータ分析では、高血圧や高血糖、脂質異常など動脈硬化の

原因となる疾患を複合的に持っている方が多い状況です。生活習慣病は重症化により脳

血管疾患や虚血性心疾患、糖尿病など重篤な状態を引き起こすことが懸念されます。 

 また、がん疾患が医療費に占める割合も高い状況にあります。働き盛り世代や健康に

無関心な方への働きかけ、各種がん検診受診率の向上への取組みにより、生活習慣病や

がん疾患の予防に努めます。 

 さらには、「健康づくり推進条例」の 地域の健康づくりを推進するため、町内企業と

連携した健康づくりを引続き実施するとともに、新たに、地域で実施されている健康づ

❖２ 支え合い、健やかに心豊かに暮らせるまち 
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くりの集まりを紹介するなど「人と地域の活性化」を目指して取り組んでまいります。 

 健康づくり事業は、生活習慣病予防として高血圧に焦点を当て、引続き推定食塩摂取

量検査を実施します。３歳児健診対象の親子を対象に検査を行い、若い世代への減塩習

慣の意識付けを行います。また個々への啓発だけでなく、町内商業施設や地域と連携し、

汁物の塩分測定等体験型のイベント、学校との連携を図った啓発など食育的な観点も踏

まえ、地域へと展開してまいります。 

 運動習慣の定着としましては、町内企業も含めた町全体で取り組む「ウォーキング事

業」、げんきセンターでの「現役世代向け健康増進プログラム」、げんきセンター南部の

夜間、土日祝日の開館など、特に働き盛りの皆さまの健康づくりを支援してまいります。 

 みのわ健康アカデミーは、令和７年度で開始から２０年目となり、生活スタイルの変

化等町民の皆様のニーズに合わせた健康教室へとリニューアルいたします。みのわ健康

アカデミープラスとし、これまでの実績がある従来のみのわ健康アカデミーと同じ内容

の「アカデミーコース」に加え、「ウォーキングコース」、「短期集中！夜トレコース」、

「からだメンテナンスコース」の４つのコースで健康づくりに対する様々なニーズに対

応することで、より多くの方の健康づくりを支援します。 

 

 成人予防接種は、国の方針に基づき、定期予防接種の円滑な実施に努めてまいります。

新たに定期接種となる帯状疱疹予防接種については、６５歳の方と経過措置として７０

歳以上５歳ごとの方に対して実施いたします。接種費用の一部を助成し、接種にかかる

経済的負担を支援します。また高齢者インフルエンザ、新型コロナワクチン接種につい

ては、６５歳以上の方を対象に例年どおり実施してまいります。 

 歯科保健事業は、乳幼児から高齢者までそれぞれのライフステージに応じた歯科保健

指導に取り組みます。２歳児健診でのフッ素塗布・保育園全園と西小、南小、北小での

フッ化物洗口を引続き実施すると共に、全小学校での実施に努めます。 

 

 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施につきましては、専門職の専門性を発揮し、

高齢者の低栄養、不活動状態、口腔機能低下の予防と改善のため、対象者の早期把握に

努め、早期介入することによりフレイル予防、介護予防に繋げてまいります。 

 

 精神保健事業は、第２次自殺対策計画に基づき、町の自殺予防対策連絡会や関係支援

機関との連携を強めます。令和７年度は、誰にも悩みを相談しない傾向にある男性の自

殺対策を強化した講演会等を実施し、周囲が気づくことの大切さ、「誰もが心の病に成り

得る」ことや「危機に陥った場合には誰かに援助を求めることが大切」といったことが
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共通認識となるよう周知・啓発に努めます。また、心の講演会のほか、令和４年度から

始めた中学１年生を中心とする「ＳＯＳの出し方に関する教育」も引続き実施します。 

 ひきこもり支援については、本人への直接的な支援が困難な場合が多く、家族支援が

中心となります。家族支援が本人への間接的な支援につながること、家族も悩んでいる

ことから、令和７年度は、ひきこもり家族教室を実施し、相談窓口の明確化、相談する

きっかけづくりを進め、引続き家族や本人への支援に取り組んでまいります。 

 

＜安心して医療が受けられる医療体制づくり＞ 

 町には、内科、小児科、整形外科、眼科の診療を行う医療機関がありますが、皮膚科、

耳鼻咽喉科の開設についての要望を受け、公募してまいりました。 

 令和７年７月に、形成外科、皮膚科、産婦人科を診療科とする医療機関が木下地区に

開院予定です。この医療機関については、開設場所を検討している過程で、町が皮膚科

を公募している経過等懇談を重ねる中で建設に至っており、箕輪町医療施設等整備補助

金を活用することで、町の医療、保健、福祉事業への協力や地域医療への貢献を期待す

るものです。町内で診療可能な疾患が増えることは、安心して医療が受けられる医療体

制づくりにつながるものと考えております。 

 

 第４期総合福祉計画の基本理念である「支えあい、健やかに心豊かに暮らせるまち」

を実現するために、各計画で掲げた「地域福祉・高齢者福祉・障がい者福祉」の事業を

展開してまいります。 

 

＜共に生き、支えあう福祉のまちづくり＞ 

 地域における支え合いや住民のつながりを大切に、誰もが自分らしく暮らせるお互い

さまの地域づくりを社会福祉協議会や区・地区社協、民生児童委員、各種関係団体等と

連携して進めておりますが、社会構造や物価高騰による経済状況の変化などの影響によ

り、生活困窮やひきこもり、虐待、８０５０問題など、課題は多様かつ複雑化していま

す。複雑化、複合化した支援ニーズに対応する、総合相談支援ネットワーク（重層的支

援体制整備事業）を進め、相談支援、参加支援、地域づくりに向けた包括的な連携体制を

整えてまいります。貧困の連鎖を断ち切る対策のひとつとして、教育の充実も必要であ

ることから、低所得のひとり親家庭等のこどもに対して進学の際の受験費用の補助を行

ってまいります。 

 医療費給付事業については、子ども、障がい者、ひとり親家庭、妊産婦等の皆様が安

心して医療が受けられるよう、引き続き町単独事業を上乗せし幅広く給付を行い、子育
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て世帯や障がい者の方などの経済的負担の軽減に努めてまいります。 

 近年各地で多発する大規模災害において避難への対応も大きな課題となっています。

自ら避難することが困難な高齢者や障がい者等の避難行動要支援者のうち、現在、危険

区域等に住む要支援者を優先しながら「個別避難計画」を作成しております。 

 耐震基準を満たさず、アスベストが含まれていた社会福祉総合センターについては、

本年１２月までに適正に解体し撤去する予定です。 

 

＜高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らせる体制づくり＞ 

 団塊段階の世代が７５歳を迎え、後期高齢者となる２０２５年を迎えました。高齢者

が住み慣れた地域で自分らしく暮らせる体制づくりを目指した地域包括ケアの取組みに

ついて、この１０年間で各区に地区社協を設置し、地域内での助け合い・支えあいにつ

いての仕組みを作るとともに、地域内のあらゆる関係者が福祉的な関わりを持てるよう、

働きかけを続けてまいりました。 

 高齢者像が変化し、２０２０年国勢調査では、町の高齢者の就業率３０.５％、７５～

７９歳に限って見ても、就業率２４.９％と４人に１人が働いている状況であり、多様な

価値観や関係性を持つ世代が、今後の地域の担い手となってまいります。その中で、改

めて地域の助け合いをどう形成していくかが課題となります。現在は、地域内でのサロ

ンや百歳体操といった通いの場は数を伸ばしており、地域に根差した取組みを進めてお

りますが、一方で個人の興味や関心に応じた「できること」「したいこと」と地域の課題

がつながるような地域内のコミュニケーションや活動量を増やす仕組みも新たに必要と

考え、社会福祉協議会のボランティアや各地区の生活介護支援サポーターの皆さんとの

活動の場づくりを行うなどの取組みを検討しております。 

 また、高齢者が働くことは、社会参加とコミュニケーション・収入を確保し、フレイ

ル対応の観点から大きな役割があることから、年を重ねても働くことができる環境の向

上にむけて民間事業所に対して働きかけを継続しております。このような民間事業所約

１００社を含む認知症見守り団体「すまいる」と協力し、認知症を含む高齢者の特性に

合わせた就労環境について、情報交換や共有を行い、変化する高齢者像に合わせた健康

づくりと地域力の向上の両立を目指します。 

 認知症高齢者や知的・精神障がい者の権利擁護、財産管理などを行う上伊那成年後見

センターや、権利擁護ネットワーク連携協議会と連携し、権利擁護、財産管理などに引

続き取り組んでまいります。 

 介護の担い手不足については、有資格者の掘り起こしのための資格取得支援や特定人

材のＵ・Ｉターンに対する奨励などを行っておりますが、専門職が専門職として働ける
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時間を増やす取組みとして、電子連絡帳の導入を行います。医療介護関係者が、担当す

る患者情報を電子的に共有するとともに、カルテなど機密性の高い情報を取り扱うこと

ができるインターネット環境を使用し、包括支援センター等関係機関との情報交換を電

子化し、省力化と効率化を図ります。令和６年９月から試験運用しており、既に８０人

の専門職の登録があります。町内の居宅支援事業所に所属する全ケアマネージャーが登

録を目指し、支援の充実と更なる連携を図ってまいります。 

 

＜障がい者が共に暮らせるまちづくり＞ 

 障がいのある方や難病の方が、地域の一員として自分らしい暮らしや共生社会の実現

に向けて、日常生活及び社会生活を総合的に支援するため、障害者総合支援法に基づく

国県の障がい福祉サービスや地域生活支援事業を実施し、生活の場等の充実に取り組ん

でおります。さらに上乗せの町単独事業として様々な取組みを行っておりますが、昨年

度から取り組んだ軽度・中等度難聴者用補聴器についても、細やかな購入助成を引き続

き行ってまいります。 

 上伊那圏域障がい者総合支援センター､上伊那圏域地域自立支援協議会、各関係団体等

と連携を図りながら、地域社会資源である事業所や人材の育成に取り組んでまいります。 

 障がい者や子育て世代の皆様をはじめ誰でも自由に利用できるコミュニティ空間、世

代間の交流の場として多くの皆様に利用いただいている「みのわ～れ」「みのあ～る」に

ついては、１０年目を迎えます。あり方を検討しながら継続実施してまいります。 

 また、障がい者入所施設から地域生活への移行が進むよう、町有地へのグループホー

ムの誘致を行ってまいります。 

 

令和７年度 主な予算措置 

区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

新 医療施設等整備補助金 30,000 

継 検診事業費 （若年健診、各種がん検診、歯科ドック等） 46,231 

継 胃内視鏡検診 2,868 

継 後期高齢者健診事業 （健診・人間ドック） 13,335 

継 減塩チャレンジ、高血圧ゼロ対策事業 917 

箕・継 活動量計を用いた健康づくり事業 1,510 

箕・継 健康ポイント事業 （７０周年事業とのコラボ） 1,699 

拡 健康増進事業 （健康アカデミープラス、健康教育等） 14,092 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

継 ウォーキング推進事業 1,821 

継 げんきセンターを活用した現役世代向け健康増進プログラム 1,987 

継 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 7,203 

継 妊婦歯科健康診査 （プレママ歯ッピー事業） 360 

拡 乳幼児期･学童期歯科保健事業 ・フッ化物洗口・フッ素塗布 511 

継 アピアランスケア助成 180 

継 骨髄移植ドナー助成 300 

拡 成人予防接種事業 （帯状疱疹、高齢者インフルエンザ、高齢者肺炎球菌） 24,459 

継 精神保健事業費 1,909 

新 （ＤＸ） げんきセンター南部オートロック管理 271 

箕・新 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） げんきセンター・げんきセンター南部ＬＥＤ照明リース料 332 

新 ひとり親等の子の大学受験料等補助金 669 

新 社会福祉総合センター解体工事、工事監理業務委託 108,066 

継 町社会福祉協議会運営費補助・ボランティア育成事業等委託 59,397 

継 医療費給付事業 （補助・町単独） 194,054 

継 妊産婦医療費給付事業 4,215 

継 重層的支援体制整備事業 9,929 

継 障がい者住宅家賃補助金 1,800 

継 特別支援学校通学福祉金 1,500 

継 難病患者福祉金 7,000 

継 重度心身障がい者介護手当 1,500 

継 障がい者外出支援券 900 

継 軽度・中等度難聴者補聴器購入助成金 900 

継 介護人材・確保支援事業 150 

新 （ＤＸ） 箕輪町電子＠連絡帳使用料 4,950 

継 高齢者外出支援券 9,838 

継 要介護認定者生活支援金 15,580 

継 生活支援ハウス運営委託料 12,464 

継 地域密着型サービス事業所居住費助成金 180 

継 障がい児者福祉サービス給付費 565,291 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

継 自立支援医療費給付費 13,489 

継 補装具交付等事業 4,000 

継 障がい者地域生活支援事業 22,156 

継 上伊那成年後見センター運営委託料(高齢者・障がい者) 4,085 

継 障がい者地域活動支援センター事業 （みのわ～れ・みのあ～る） 11,536 

継 介護保険特別会計繰出金 385,828 

 

 

 

 

 

＜結婚支援事業＞ 

 少子化の要因のひとつとして、婚姻数の減少が出生数に大きく影響していることから、

「結婚支援」や「新婚家庭の経済負担軽減・定住支援」施策は重要です。 

 結婚を望む方の希望が叶えられるよう、婚活アドバイザーによる相談支援や婚活力の

向上を目指したミニセミナーの開催や「ながの結婚マッチングシステム」への登録料補

助を登録更新にまで対象を広げ、出会いの機会の拡充を目指します。また、新婚家庭の

経済的負担軽減と町内定住を推進するため、結婚に伴う費用（住居費・引っ越し費用等）

の一部を引続き補助し、結婚しやすい環境づくりに努めてまいります。 

 

＜こどもまんなか社会の実現＞ 

 令和５年度に施行されたこども基本法 及び こども大綱、令和６年度に施行された「箕

輪町こども・子育て応援条例」の趣旨にのっとり、令和６年度に「箕輪町こども計画」

を策定しています。 

 すべてのこども・若者がその年齢や発達段階に応じた意見を表明する機会や社会的活

動に参画される機会が確保され、その意見が尊重されることにより主体性や自己肯定感

を育みます。こどもが自由に発言できるこども会議を開催するとともに、行政や地域の

こどもに関わる関係団体等周囲の大人がこどもの声に耳を傾け、その思いを尊重しなが

ら次世代の担い手を育成していけるよう「こどもまんなか社会」の普及啓発を行い、計

画に位置付けられた取組みに全庁的に着手します。 

 また、すべてのこどもの健やかな成長のために、子育て家庭・行政・地域が連携し、

地域全体で子育ての喜びや楽しさを実感できる社会を実現するため、「子育てを楽しむ」

❖３ 「家族になろう」といえるまち 
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気運の醸成をはかり、町全体で子育てを盛り上げていけるよう地域や企業を含む関係機

関と連携した事業に取り組みます。 

 

＜妊娠の支援＞ 

 こどもを望む全ての夫婦が、経済的理由により妊娠をあきらめることなく安心して妊

娠できる環境整備のために、不妊治療費、不育症治療費の補助制度を引続き実施します。 

 

＜出産・妊産婦への支援＞ 

 妊婦が健やかな妊娠期を過ごし、安心して出産に臨めるよう妊婦健診・産婦健診・妊

婦歯科健診（プレママ歯ッピー事業）・こんにちは赤ちゃん教室を継続し、令和７年度か

らは全妊婦を対象とした出産準備教室を実施します。 

 また、共働きや核家族化、地域や世代間のつながりが希薄となっている中において妊

産婦の孤立・孤育てを防止するため、妊娠期から乳幼児期までの妊産婦と子育て家庭が

身近な地域で気軽に相談ができ、必要な支援につながるよう専門職による「妊婦等包括

相談支援事業」と経済的支援である「妊婦のための支援給付交付金」を実施し、箕輪版

ネウボラの充実を図ります。 

 全ての妊産婦や子育て家庭に対して、子育て支援に関わる情報発信を行うとともに、

育児に関するテキストや地域に密着した子育て支援情報を記載した箕輪町オリジナルの

「子育てノート」を配布します。 

 出産後の母体管理・育児支援・母乳相談などを行うために、乳児家庭全戸訪問や、育

児・母乳相談、養育支援事業を継続します。また、退院直後から生後１歳までの母子に

対する心身のケアや育児のサポートを行う産後ケア事業を気軽に利用できるよう、利用

助成を継続するともに利用クーポンを配布し、自己負担額の軽減を図ります。 

 

＜子育て支援＞ 

 箕輪町に生まれたお子さんへ出産祝い金をお贈りし、お祝いの気持ちとご家族へ感謝

の気持ちをお伝えする「子育て応援！誕生お祝い事業」を引続き実施してまいります。 

 子育て親子の交流の場として活用されている２か所の子育て支援センターは、利用者

数が増加傾向にあり、特に土・日曜日を開所することで父親の利用が増え、父親の育児

参加の促進に繋がっています。こどもと保護者が一緒に楽しめる各種イベント事業を充

実し、子育て家庭の保護者に寄り添い、安心して子育てできる体制を充実させるため、

助産師等による相談日を継続して実施します。また、より多くの方に利用していただけ

るよう「いろはぽけっと」の駐車場確保のため駐車場の拡張を行い、既存園庭の活用に
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ついても検討し、令和７年度は屋外での活動もより充実できるよう園庭整備を行います。 

 地域の子育てサークルについては、地域で充実した活動を支援するため、地域子育て

支援事業補助金を拡充するとともに、子育て支援員がサポートを行い活性化を図ってま

いります。 

 仕事と子育ての両立支援や子育ての多様なニーズに対応するため、病児・病後児保育、

一時預かり保育、ファミリーサポート事業、子育て短期支援事業、子育て世帯訪問支援

事業を継続し、子育て家庭の負担軽減を図ります。 

 また、経済的負担軽減のため、０歳・１歳の乳幼児を養育する家庭に対するおむつ用

品購入助成事業の継続と、１歳から就学前までの期間を在宅でこどもを保育する保護者

に対する在宅保育給付金の支給を継続します。 

 子育て支援サイト「いいね！みのわっこ」や、子育て支援アプリ「子育てアプリ�み

のわっこ」を活用し、子育て世代への情報発信を積極的に進めてまいります。 

 

＜保育園等＞ 

 こども一人一人に寄り添い、こどもの成長・発達を支援するため、家庭と連携しなが

らこどもの生きる力をはぐくむ保育を目指すと共に、保育士の業務負担軽減のため保育

園業務支援システムの活用をはじめ、保育士の専門性を高め、保育の質の向上につなが

る研修の充実を図ります。また、地域とのつながりや小学校との交流活動、保育園周辺

の恵まれた自然環境を生かした信州型自然保育、食育・読育活動、運動あそび等に取り

組むみのわっ子チャレンジ事業を引続き実施してまいります。 

 増加する未満児保育に対応するとともに、全園で長時間保育を実施します。また、支

援を必要とする児に対し、適正な活動の場・機会を提供するため加配保育を実施すると

ともに、多様な視点からの保護者支援、発達支援の専門職による巡回相談も引続き行っ

てまいります。令和７年度も、町保育園に勤務する職員の保育士資格や幼稚園教諭免許

取得費用を助成し、専門性の向上と資格保有者の確保に努めます。 

 子育てに伴う経済的な負担の軽減を図るため、３歳以上児の幼児教育保育無償化、実

費徴収となる給食副食費の負担軽減をはじめ、多子世帯の経済的な負担を軽減するため、

こどもが保育園に同時に在園しているかいないかにかかわらず 第２子以降の月額保育

料及び副食費を無料とし、第１子についても保護者の市町村民税所得割課税額に応じて

月額保育料及び副食費を軽減します。また、ひとり親等世帯の保育料の軽減も引続き実

施します。 

 従来保護者に準備いただいていた町内保育園の入園・通園準備品について、令和６年

度から共通使用できる物品は保育園で用意することとしました。 
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 感染症対策としては、引続き、保護者と連携しながら健康チェック、消毒・換気など

基本的な感染対策に取り組んでまいります。 

 令和８年度に本格実施予定の「こども誰でも通園制度」について、令和7年度も木下

保育園にて試行実施を継続します。 

 令和６年度からは、下の子が生まれた保護者が育児休業を取ると保育園に通う上の子

が原則退園となる「育休退園」を廃止し、継続利用を希望するお子さんの保育を実施し

ています。 

 保育園施設については、各保育園の老朽化した屋外遊具や施設修繕などを引続き行う

とともに、遊戯室に空調機の設置がない松島保育園と東みのわ保育園への空調機設置な

ど、保育環境の改善を進めます。 

 こども発達支援事業所若草園は、令和５年度に施設の増築改修を終え、より質の高い

療育支援・発達相談を提供、充実させるとともに親子通園や単独通園、並行通園など、

保育園入園、就学を見据えこどもや保護者にとってより有益な通園形態の拡充を図りま

す。 

 医療的ケアが必要な児に対しては、医療機関等とも連携しながら、適切な支援と保護

者支援を行い、３歳未満児についても発達に応じて単独通園が可能となるよう体制を整

えます。 

 保護者や通園するこどものきょうだい児※への支援を推進し、町内の発達支援の中核

機関を目指し、家族全体のウェルビーイングの向上に取り組んでまいります。 

 

＜育児相談・切れ目ない支援＞ 

 核家族化や地域のコミュニティの希薄化が進む中において、妊娠・出産を望む若者や

子育て中の保護者とこどもが「相談できる人」や「子育てを支援してくれる人」が近く

にいない等の孤立感や不安を抱えることが心配されるなか、安心して妊娠・出産・子育

てができるよう、母子保健・子育て支援と家庭相談支援体制を強化するために令和５年

度から「こども家庭センター」を設置しています。また、相談支援を必要とするこども

や保護者がアクセスしやすいよう、保育園や学校等における相談日を開設するほか、必

要に応じて医療機関や学校・地域を含む関係機関と連携した切れ目のない相談・支援を

引続き実施します。必要に応じて情報共有のための乳児期からの相談情報を網羅する成

長ダイアリーの普及に努めます。 

 乳幼児期から保育園、保育園から小学校など１８歳までのライフステージの変化に寄

り添い、保健師、保育士、教育相談員等がそれぞれの関係機関と連携して年齢に応じた

相談支援を実施します。 
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 子育て世帯が孤立することなく地域で見守り、社会全体で子育てを応援する取組みと

して、こどもが安心して過ごせる居場所づくりを推進するとともに、支援を必要とする

こどもとその保護者が安心して過ごせ相談できる拠点となる、こどもの居場所拠点事業

を継続します。こども・子育て家庭と地域の支援機関をつなぐためのコーディネーター

を配置して、関係機関が連携した子育て支援や見守り体制の構築に取り組み、社会問題

となっているこどもへの虐待やヤングケアラー等の早期発見と相談支援、その予防と家

庭支援に努めてまいります。 

 

令和７年度 主な予算措置 

区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

箕・継 結婚新生活スタートアップ補助事業 4,200 

箕・拡 ながのマッチングシステム登録補助事業 100 

箕・継 子育て応援！誕生お祝い事業 3,600 

新 こどもまんなか社会普及啓発事業 3,269 

継 乳幼児用おむつ用品購入助成事業 17,781 

継 在宅保育給付金交付事業 8,280 

拡 児童手当給付金 577,290 

継 子育て支援センター運営事業 24,549 

新 子育て支援センター園庭整備事業 55,615 

継 妊婦等包括相談支援事業 1,545 

継 妊婦のための支援給付交付金 18,000 

継 読育の推進 1,121 

箕・継 病児・病後児保育事業 21,820 

継 こどもサポートコーディネーター事業 1,803 

継 こどもの居場所拠点事業 9,018 

継 こどもの居場所づくり推進事業 4,644 

継 定期予防接種事業 59,830 

継 妊婦 ・ １か月児・産婦健康診査等委託料 20,840 

箕・継 産後ケア、育児・母乳相談助成事業 2,896 

箕・継 不妊治療費・不育症治療費助成事業 1,949 

継 未熟児養育医療費給付金事業 1,600 

継 子どものための教育保育等給付費 68,625 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

継 保育園運営事業 935,306 

継 保育園巡回相談事業 793 

継 保育園通園準備消耗品 2,250 

継 保育園アルコール等感染症対策消耗品 2,025 

継 みのわっ子チャレンジ事業 1,923 

継 保育士等資格取得支援事業助成金 100 

箕・継 保育園施設整備事業 42,133 

箕・継 こども発達支援事業所若草園運営事業 44,798 

 

 

 

 

 

＜産業の活性化＞ 

○農業関係 

 最大の課題である担い手・後継者の不足に対しては歯止めがかかりませんが、農業応

援団計画２期計画では既存の担い手が事業を継続しやすい環境づくりと、次の担い手に

まとまった条件のいい農地を渡していける環境づくりを目指して、計画の目的である 

「農地が農地として使われ続ける」ための取組みを進めます。 

 

 みのわテラスはオープンから間もなく５年になります。みのわテラスから農を遊び楽

しむ暮らしを発信して、農を「手がける」機会、農の魅力や楽しさを「広める」機会、

農を「次世代へつなぐ」機会を提供すめるため、農に触れる場を設けたり、毎月のイベ

ントを実施してきました。 

 令和６年度は４施設の合計で、売上２億７,０００万円、来場者も１５万２千人と前年

比約５％増という見通しを持っております。 

 令和７年度は、来客者に対する充電環境を整えるため電気自動車急速充電器を設置し、

さらにみのわテラス周辺の２期開発に向けて、道の駅に必要な施設整備ならびにテラス

を核とした果樹団地や周辺農地も含めた一体的な活用について計画策定、整備を進めて

いき、令和８年度道の駅登録を目指します。 

 好評の月例イベント、みのわテラスマーケットについては、施設の知名度と売り上げ

の向上を目的に冬季を含めて開催し、３,０００人を超える方にご来場いただきました。

❖４ 産業が輝き、働く場所に恵まれたまち 
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令和７年度も継続して開催します。 

 農産物直売所における「地産地消」を引き続き進めていきます。令和６年度は猛暑や

少雨による影響で、町内小中学校への地元農作物の供給については、指標となる上伊那

産農畜作物８品目の供給率において、前年比約マイナス８％の４６.２％となりました。

天候に左右されてしまいますが、令和７年度は、指定管理者・学校栄養士・納入農家が

連携し、品目を増やしたり、栽培時期の調整等により供給期間を延ばし、無駄なく適正

量が学校に供給されるよう進めてまいります。 

 

 農業者の高齢化や担い手不足が進む中、多様な担い手を確保することが喫緊の課題で

す。新規就農者は、平成２４年度に新設された国の農業次世代人材投資資金の受給者が

累計１８経営体１９人（うち１夫婦経営体）となっています。令和４年度からは新規就農者

育成総合支援事業と名称が変更となり、事業内容も経営開始資金（１５０万円／年、最長３

年間）と経営発展支援事業（融資額補助：最大１,０００万円、経営開始資金と併用の場合は５００万

円）の２種類の補助金が創設され、新規就農者に対する支援が拡充されました。令和４

年度に１名、令和５年度に２名、令和６年度に２名の新規就農者が本補助金を活用して

います。新規就農相談も増加傾向であるため、引続き国の交付金活用、農地の確保や居

住支援を実施していくことに加え、令和６年度からは、町独自の支援として、「兼業就農

者支援補助金」、「定年帰農者支援補助金」、「雇用就農者支援補助金」を創設し、各補助

金１名の申請がありました。就農相談会へも参加し、町外からの移住定住施策に合わせ

て、新規就農者の確保を積極的に推進してまいります。 

 

 農林水産省のみどりの食料システム戦略及び箕輪町のゼロカーボンシティ宣言の実施

計画を推進するため、農業分野のゼロカーボン事業を展開していきます。有機農業につ

いては正確な知識や技術を持った農家が少ない、有機栽培の農作物の販路がないことか

ら、まずは「環境にやさしい農業」を推進し、有機農業よりも比較的に取組みやすい農

法で化学肥料や農薬の低減を図っていきます。先進的に取り組んでいる有機農業研究会

の農業者を講師に講習会を開催。さらに、環境にやさしい農作物に付加価値をつけるた

め、町独自の認証シールを作成、ファームテラスみのわを販路先とし、認証シールを貼

って出荷した農家の出荷手数料（１５％）の補助を実施いたしました。出荷点数は    

約３,０００点、出荷手数料補助は約１３万円となりました。（９月から１２月）こうした 

事業から「環境にやさしい農業」を展開していき、将来的に化学肥料、農薬等の使用量

削減を全町に拡大してまいります。また学校給食への提供も検討してまいります。 
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 令和元年度に創設した農業用機械等導入事業補助金は令和５年度までの５年間の時限

的補助であったため、令和５年度で終了し、令和６年度からは国庫補助での機械導入を

推進してきました、引続き国及び県補助金を活用して農業用機械・農業生産施設の導入

を推進してまいります。また、町の単独補助金の再開については、町の担い手支援、確

保を目的に一定の条件のもとで令和７年度から農業経営基盤強化パワーアップ事業補助

金として再開します。 

 また、野生有害獣による農作物被害が多発しているため、緊急対策として南小河内か

ら北小河内地区に設置してある野生有害鳥獣侵入防止柵を北小河内側を３００ｍ延長し

ました。農作物被害は全町で発生しているため、農地を囲う電気柵設置に対する補助金

を令和７年度に新設し、農作物被害対策を実施します。 

 

 国は農業経営基盤強化法改正により将来の土地利用計画である地域計画・目標地図

（旧・人・農地プラン）の策定を法定化したことから、将来を見据えた優良農地確保・

非農地化、担い手と作物の集積など、地域の農業者の合意の下で農業委員会・ＪＡと共

に、最優先課題として策定に取り組んでまいりました。営農組合単位の５地区で懇談会

を開催して、各地区の地域計画・目標地図を策定し同意を得たところです。この計画を

基に、農地の集約・集積を推進してまいります。なお、農地の集約・集積を推進するた

めには「農地中間管理業務」を行う仕組みづくりが必要不可欠です。ある程度に農地が

集約されるまで中間管理を実施し、新規就農者等の担い手へ渡していくことで、地域計

画・目標地図が意味あるものになります。まずは「農地中間管理業務」を町内の農事組

合法人に依頼して農地の集約・集積を推進してまいります。 

 こうした取組みにより、引続き町、農業委員会、ＪＡを中心に耕作放棄地の発生防止・

解消対策を図るとともに、地域計画策定会議の開催や農地中間管理機構の活用等により

担い手や新規就農者への集約・集積、農地利用最適化を進めてまいります。耕作放棄地

は、令和６年度の農地パトロールの結果、新規及び継続を含めて２０.５６ｈaが確認さ

れました。町内農地面積のうち耕作放棄地面積の割合は1.２３％となりました。農地の

集約・集積については、令和６年４月現在、担い手への農地集積率５７.０％となってい

ます。また、町広報誌に農業委員会だよりを掲載し、町民の皆様に町の農業や農業委員

活動を知っていただく取組みを進めます。 

 

 土地改良事業関係では、各区から要望があった農業用水路等の改修工事を優先度の高

いものから実施するほか、土地改良区が維持管理主体となっている水路等の改修工事へ

の助成を行うなど、農業施設の適切な維持管理を順次進めてまいります。 
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 多面的機能支払交付金制度は、地域の手で農地・農業用施設や地域環境を守る自主活

動組織に支援を行うもので、引続き町内１２地区へ支援を行ってまいります。また、荒

廃地化された農地を復元するための経費補助、景観作物や農地の環境整備など農地等利

活用促進事業補助金を活用し、地域での農地有効活用を推進していきます。 

 

○森林ビジョンの推進 

 林業関係では、向こう５０年の町民の皆様が望む森の姿や森との関わり方を明文化し、

町民全体で共有するため、令和５年度に箕輪町森林ビジョンを策定しました。森林ビジ

ョンの大目標「町内すべての森が何らかの方針のもとに管理されている」を基に森林の

性質を見極めた利用・管理を進めるため、地域林政アドバイザーを増員します。引続き

町全体の森の性質を把握し、森林所有者に対し意向調査を行い、地区ごとに個人有林や

団体有林の整備・管理を一体的に検討する地区森林ビジョンの策定を進めます。さらに

地区森林ビジョンに基づく森林整備や緩衝帯整備、災害危険木の除去等を進めてまいり

ます。また、協働や住民主体による森づくりや森と親しむ機会を作り出す取組みに対し、

森づくり・活用事業補助金により支援します。あわせて、町民の皆様、次世代を担う子

どもたちが木を植え、育てることに関わる機会として、引続きみんなで育てる箕輪の森

づくり事業を１０月にもみじ湖イベント広場周辺で予定しています。 

 森林環境譲与税を活用し、林道内の災害発生リスクを抑えるための土砂撤去や放置し

ておくとインフラや集落等に被害を及ぼす危険性がある立木等を応急的に処理します。 

 令和２年度に 豊島区と締結した森林（もり）の里親に関する協定を延長し、ながた自

然公園周辺の森林整備作業や、地元要望等による危険木・支障木除去を目的とした森林

整備については継続して実施していきます。 

 また、地域の間伐材利用促進とゼロカーボンの推進のため、令和７年度からペレット

ストーブに加え薪ストーブ購入者に対して補助を行い、ペレットや間伐材の利用の促進

を図ります。 

 松くい虫の被害は、平地林を中心に増加傾向が続いています。被害拡大防止のため、

被害木の早期防除（伐倒くん蒸処理）を引続き実施するとともに、事業者と連携して樹

種転換を進めていきます。また、過去に樹種転換を実施した福与区の森林について下刈

りを実施し、森林の再生を進めます。 

 令和６年度にはツキノワグマによる人身被害が発生し、目撃件数も過去の件数を大き

く上回ったことから、被害防止対策や出没対応を具体的に整理したツキノワグマゾーニ

ング管理実施計画を策定し、緩衝帯整備や出没時の迅速な対応により、ツキノワグマと

の緊張感ある共存関係を構築していきます。 



 

 
- 35 -

 猟友会員による一斉捕獲等により野生鳥獣による農林業被害は減少傾向にありますが、

新たに被害が発生しているエリアもあることから、電気柵等の設置に対し支援するとと

もに、野生鳥獣とのすみ分けのための環境づくりを進め、猟友会等と連携して被害軽減

策を講じていきます。 

 

○商工業の振興 

 町内の経済状況は、原材料や原油価格の高騰などの影響を受け、中小企業者の経営は

厳しい状況が続いています。町では引続き中小企業者が抱えている課題に対応するべく、

ＤＸの推進や脱炭素への取組み、生産性向上、人材育成、さらには人材確保等の様々な

支援策を展開してまいります。 

 まず、「箕輪町工業ビジョン」に基づき、中小企業者のデジタル変革への取組みに対す

るＤＸ推進事業補助金を継続して推進するとともに、町が目指す脱炭素社会の実現に向

けて、中小企業者が省エネや再エネの活用や削減対策の計画に取り組めるよう省エネ最

適化診断補助金による支援を継続してまいります。 

 また、地域資源の発掘・育成と産業への活用を図るため、町内企業における優れたも

のづくり技術を町内外へ発信し、企業間マッチングなどで成果をあげている企業支援相

談員につきましても引続き配置をし、ＤＸやゼロカーボン、国や県等の補助事業の相談

にも対応してまいります。また、町内外企業の動向等を的確に把握し企業振興を支援す

るため、引続き企業振興相談員を配置するとともに、企業の設備投資に対する工場等設

置事業補助金や制度資金の周知・活用を図り、企業誘致の推進や中小企業者の経済活動

を支援してまいります。 

 まちなかの賑わいを創出するため、空き店舗への出店に対して空き店舗出店促進事業

補助金による改修費用等の支援を継続するともに、創業支援策として県の創業支援者向

け制度融資への利子補助制度を継続し、産業支援センターみのわ創業支援オフィスを貸

し出します。 

 町商工会とは産業経済振興施策の共有化を図り、産業支援センターみのわ内での連携

を強化し、ＤＸやゼロカーボンの推進、企業の雇用・魅力発信、創業支援など、商工業

の更なる活性化に向けて取り組んでまいります。また、中心市街地商店街の活性化を推

進するＴＭＯへの支援を引続き行ってまいります。 

 町内の中小企業などで働く皆様の福利向上のための町勤労者互助会についても加入促

進等を行いながら、商工業基盤の更なる安定化と勤労者の福利厚生の支援と利便を図っ

てまいります。 
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 東みのわサテライトオフィス「夢まちＬａｂｏ」は、気軽に立ち寄れるカフェやコワ

ーキングスペース等の利用が好評をいただいておりますが、更なる利用促進の取組みと

して、人と企業、企業と企業を結ぶ拠点施設を目指して、地域密着型無料職業相談窓口

の開設や人材確保につながるイベントを継続すると共に、町内事業者の人材不足対策に

向けた取組みを行ってまいります。 

 なお、令和４年度から検討しております新たな産業用地の開発計画につきましては、

産業用地適地調査を基に、調査後の土地利用状況を再確認しながら、既存の工業団地周

辺を視野に引続き取り組んでまいります。 

 あわせて、令和７年度からの新規事業として、「箕輪町の未来を担う世代応援金」を将

来にわたって町内に生活の拠点を有する意思がある若者世代に対し交付し、事業所等へ

の就職及び定住を促進し、地域の雇用の安定とともに生活支援を行います。 

 

○観光の振興 

 箕輪町の観光は、もみじ湖、赤そばの里をはじめ、シーズンには県内外から多くの観

光客で賑わう状況が続いています。また、主要な観光施設であるながた荘、ながたの湯

では、新型コロナウイルス感染症流行時の前の水準まで売上を回復し、好調に推移して

います。町では、地域経済活性化や、町の知名度、魅力の向上のため、箕輪町観光協会

をはじめとする観光関連諸団体や、観光施設指定管理事業者と連携し、引き続き、観光

の振興に取り組んでまいります。 

 まず、箕輪町の観光施策の方向性を示す「箕輪町観光戦略プラン」については、現計

画期間の最終年度として、その成果や課題を整理し振り返るとともに、社会背景の変化

と町の現状に基づいた、新しい計画の策定に取り組みます。 

 また、観光客の滞在時間の増加や、町内での消費の拡大のため、観光商品の開発に取

り組む事業者を支援する、観光商品開発等支援事業補助金に引き続き取り組むとともに、

町観光協会と連携し、「地域周遊おもてなしパスポート事業」を継承した、観光客の町内

での周遊を促進する新たな取組みを始めます。 

 もみじ湖では、予てより問題となっていた交通渋滞等の対策として、交通誘導員の配

置やマイカー規制、シャトルバスの運行といった取組みを３年間にわたり実施してまい

りました。その結果、渋滞・混雑は解消され、観光客の皆様からもご満足いただける状

況となっています。令和６年度は、紅葉時期が遅れたことにより、来場者の分散が進み、

混雑はより緩和されましたが、期間中の来場者数は前年度を上回るなど、引き続き渋滞・

混雑が起こらないよう取組みを続けることが必要と考えます。令和７年度は、３年間で

築き上げてきた取組み内容を継続しつつ、実施規模を最適化するなど、効率的な運営に
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努めてまいります。 

 赤そばの里では、古田の里赤そばの会が赤そばの栽培を始めて以来、２０年目を迎え

ます。引続き多くの皆様にお楽しみいただけるよう、古田の里赤そばの会や上古田区と

協力して、誘客、受入環境の整備を進めます。また、バリアフリートイレの設置や電動

車いすの貸し出し等、全ての人が楽しめる観光地を創るユニバーサルツーリズムを意識

した取組みを進めてまいります。 

 みのわ温泉では、経年劣化したながた荘の駐車場舗装の改修や、温泉源泉ポンプの定

期交換など、維持管理のための取組みを行います。また、ながた自然公園では、公園東

中央部の利活用に向け、令和６年度に引き続き、支障木伐採による森林整備や、公園の

整備計画の策定に取り組みます。 

 また、観光における広域連携では、引続き、長野伊那谷観光局や各市町村観光協会と

協力しながら、県外、都市部からの誘客を意識した事業に取り組みます。 

 ２０２４みのわ祭りは、熱中症対策として、開始時間を遅らせ、午後３時からの短縮

開催となりました。途中、強雨に見舞われるなどアクシデントもありましたが、事故も

なく盛況の内に開催されました。２０２５みのわ祭りは、町民の皆様に期待されている

今までの盛り上がりを維持するとともに、町発足７０周年を盛り上げるべく、補助金を

拡充し実行委員会の主導により盛大に開催してまいります。 

 

令和７年度 主な予算措置 

区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

新 農業経営基盤パワーアップ事業補助金 5,000 

継 農業次世代人材支援事業補助金 6,400 

継 環境にやさしい農業推進事業 （認証シール、出荷手数料、堆肥等補助） 2,160 

継 農業共済加入促進事業補助金 1,170 

新 農作物被害対策事業補助金 2,500 

箕・継 農業人材力強化総合支援事業交付金 1,200 

箕・継 新規就農者育成総合支援事業交付金 26,250 

新 農地中間管理体制整備業務委託料 500 

継 中山間地域農業直接支払事業交付金 7,475 

継 有害鳥獣駆除関係事業 4,278 

継 みのわテラス２期開発基本設計業務委託 2,700 

箕・継 みのわテラス指定管理料 4,404 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

新 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 電気自動車急速充電器設置工事 5,457 

継 地域果実振興対策事業補助金 3,184 

継 多面的機能支払交付金 31,639 

継 区要望の水路等改修工事 20,585 

継 県営かんがい排水事業伊那土地負担金 2,752 

継 伊那西部地区基幹水利施設管理事業負担金 13,644 

継 水利施設管理強化事業補助金 6,000 

新 荒廃農地等利活用促進事業補助金 1,000 

継 農業再生協議会交付金 3,000 

継 としまの森整備業務委託 5,283 

継 危険木等除去業務委託 3,500 

新 地域林政アドバイザー業務委託 4,235 

新 森林整備業務委託 3,000 

拡 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 木質バイオマス活用補助金 2,000 

継 森づくり・活用事業補助金 1,200 

新 林道橋梁点検委託 7,260 

継 森林整備事業補助金 9,248 

継 区要望町単独治山工事 22,300 

継 松くい虫伐倒駆除業務委託 13,300 

箕・継 企業支援（主任）相談員・企業振興相談員の配置 9,003 

箕・継 産業団地造成事業不動産鑑定業務委託 630 

箕・継 工場等設置事業補助金 （用地取得費補助含む） 60,800 

箕・継 

商工会関連補助金 

 ・小規模事業経営支援事業 （経営指導員設置等） 

 ・商業活性化事業 （商業・商店街活性化事業等） 

 ・受注確保対策事業 （展示会出店等） 

 ・雇用安定対策事業 （福利厚生等） 

 ・先端技術対策事業 （研修会等） 

 ・建設業振興事業 （講習会等） 

 ・商工会総合振興事業 （地域産業振興等） 

 ・（ＤＸ） ＤＸ推進プラットフォーム整備事業 （地域内経済循環等） 

25,200 

継 ＴＭＯ補助金 1,290 



 

 
- 39 -

区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

継 長野県南信工科短期大学校修学助成金 600 

継 事業承継支援補助金 200 

箕・継 （ＤＸ） ＤＸ推進事業補助金 5,000 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 省エネ最適化診断補助金 107 

継 空き店舗出店促進事業補助金 2,000 

箕・新 

中小企業支援補助金 

・新技術及び新製品開発事業補助金 

・中小企業競争力向上支援補助金 

・中小企業退職共済掛金補助金 

・中小企業共同事業促進補助金 

2,650 

新 創業支援利子補助金 310 

箕・新 箕輪町の未来を担う世代応援金 2,000 

継 東みのわサテライトオフィス維持管理業務委託 10,534 

継 東みのわサテライトオフィス利用促進業務委託 3,960 

箕・継 もみじ湖交通誘導業務委託 10,922 

箕・継 もみじ湖シャトルバス等運営業務委託 6,149 

箕・継 もみじ湖来場者受付業務委託 3,831 

箕・継 もみじ湖２次交通運営業務委託 800 

箕・継 もみじ湖来場方法周知広告料 2,052 

継 ながた自然公園支障木伐採業務委託 1,810 

継 ながた自然公園整備計画策定支援業務委託 2,850 

箕・継 赤そばの里景観形成活動補助金 2,450 

箕・継 観光商品開発等支援事業補助金 1,600 

継 箕輪町観光協会補助金 4,000 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） みのわ温泉施設ＬＥＤ照明機器リース料 2,255 

継 みのわ祭り実行委員会補助金 10,000 
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＜景観の保全など＞ 

 令和７年度に町全体の公園のあり方を検討することにしていますが、みのわ天竜公園

とセンターパークなどの公園施設は、老朽化や多様化する住民ニーズに対応し、町民の

皆様に一層親しまれるよう適切な環境整備を引続き行ってまいります。 

 老朽化が著しいみのわ天竜公園の施設は、令和３年度から数年の計画で、現在の規模

をおおむね維持しながら部分補修等を行い、利用される皆様の利便性と満足度の向上に

努めてきましたが、利用者の安全確保及びライフサイクルコスト縮減という観点から、

適切な施設点検や維持補修等の予防保全的管理を実施することにより既存ストックの長

寿命化を図るとともに計画的な修繕や更新または改築を行う事を目的として、令和６年

度から７年度にかけて公園施設の長寿命化計画を策定します。 

 また、町全体では景観や自然環境の保全･育成と調和のとれた開発を目指し、平成２８

年度から景観行政団体となっており、引続き条例に沿って適正な審査を行ってまいりま

す。 

 

＜道路橋梁等の整備＞ 

 社会資本整備総合交付金事業では、町道１号線大出地区の道路改良事業及び町道５号

線の舗装修繕事業を昨年度から引続き行ってまいります。 

 防災・安全面については、平成２６年度からスタートした５年に１回の近接目視によ

る橋梁点検制度が令和６年度からは３巡目の近接目視点検となり、３巡目の２年目とし

て実施に必要な経費を計上いたしました。 

 狭あい道路整備等促進事業としては、近年、宅地分譲等され住宅が増加している三日

町田中城地区の拡幅改良工事について、用地取得費及び工事に係る経費を計上いたしま

した。 

 交通安全対策工事関係では、転落防止柵設置やグリーンベルトの設置経費を計上し、

区要望・ＰＴＡ要望等を精査しながら、必要度の高い箇所から実施する計画です。 

 各区からの要望事業では、道路整備事業として町道４・６号線松島地区、町道８号線

木下地区ほか７路線を計上、舗装補修では町道1号線をはじめ各地区１６路線を計画し、

側溝等修繕事業では、沢の町道１０３号線他１８箇所を計画した他、舗装のパッチング

や甲蓋などの維持補修に係る経費についても引続き計上しました。 

 また、近年の豪雨により越水による被害、護岸被害が多発している桑沢川の負担軽減

❖５ 住みやすい都市基盤をみんなでつくるまち 
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として、沢・大出地区における雨水排水対策事業を推進してまいります。令和７年度は、

町道142号線に整備済の雨水幹線水路の北側部分、町道115号線等への水路整備に測量

費及び工事費を計上しました。 

 

＜国県道等の整備促進＞ 

 各期成同盟会への負担金などを引続き計上し、国道改良や県道改良などの要望活動を

行ってまいります。特に、県道与地辰野線、県道伊那辰野停車場線、県道伊那箕輪線等

の歩道整備、三日町区における急傾斜地崩壊対策事業として崩落土砂防止柵と法面工事

の推進、さらに、各地区からの要望や近年の集中豪雨等により被災が著しい桑沢川の改

修等を早期に実現できるよう重点的に要望してまいります。 

 

＜公営住宅の整備と長寿命化＞ 

 生活環境の改善及び公共用水域の水質改善を図ることを目的に長岡公営住宅の下水道

接続工事を数年にわたり計画したほか、引続き３つの公営住宅の必要な修繕を行ってま

いります。 

 

＜インフラの維持管理等＞ 

 道路環境の維持に努めるため、地域や各区などの協力を得ながら、舗装の緊急対応の

必要な補修作業を引続き行ってまいります。また、緊急浚渫推進事業債を活用した町管

理である準用河川の堆積土の撤去など河川の環境保全を図るほか、各区を支部とする町

道路河川愛護会に対する補助を継続するなど、道路河川の維持・管理を町民との協働で

行ってまいります。 

 住宅関係では、阪神淡路大震災や東日本大震災での被害や、科学的に想定されている

最大クラスの南海トラフ地震への対策を踏まえ、耐震化率の向上を目指し、昭和５６年

以前に建てられた木造住宅への耐震関連事業に重点を置き取り組みます。住宅耐震診断

は事業者への委託料を増額し、県で定める基準にプラスアルファを加えた町独自の診断

結果を提供していく予定です（個人負担は引き続き無し）。住宅改修・除却事業は、それ

ぞれ補助額を増額することで実施者負担の軽減に努め、予算面を理由としての耐震事業

への足踏みが起きないよう積極的に呼びかけてまいります。 

 

＜上下水道事業＞ 

 上水道事業、下水道事業については、後ほど、特別会計の段で申し上げます。 
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令和７年度 主な予算措置 

区分 事業内容 予算額（千円） 

継 

社会資本整備総合交付金事業 

 ・道路改良事業（歩道新設） 町道１号線 大出地区 

 ・舗装補修 町道５号線 松島 長岡地区 72,420 

防災・安全社会資本整備総合交付金事業 

  ・橋梁長寿命化近接目視点検業務委託 

継 
道路等の改良整備事業 

 ・各区要望による町道８号線 木下地区他 ７路線 
188,608 

継 
道路等の維持補修 

 ・各区要望などによる町道１号線 沢地区他 ３４箇所 
128,369 

継 区要望 町道・側溝原材料 2,012 

継 
狭あい道路整備等促進事業 

 ・町道５０５号線他 三日町 田中城地区 
59,435 

継 県営事業、国県道兼用側溝等工事負担金 9,450 

継・箕 
交通安全対策工事 

 ・グリーンベルト、区画線設置 
8,815 

継 
雨水排水対策事業 

 ・町道１１５号線他 沢・大出地区 
30,000 

継 河川堆積土砂撤去等事業 （緊急浚渫推進事業） 24,000 

継 長岡公営住宅維持改修事業 （下水道接続工事） 15,675 

継 住宅・建築物耐震改修事業 13,363 

継 道路台帳補正業務委託 6,963 

継 

社会資本整備総合交付金事業 

 ・道路改良事業（歩道新設） 町道１号線 大出地区 

 ・舗装補修 町道５号線 松島 長岡地区 72,420 

防災・安全社会資本整備総合交付金事業 

  ・橋梁長寿命化近接目視点検業務委託 

継 
道路等の改良整備事業 

 ・各区要望による町道８号線 木下地区他 ７路線 
188,608 

継 
道路等の維持補修 

 ・各区要望などによる町道１号線 沢地区他 ３４箇所 
128,369 

継 区要望 町道・側溝原材料 2,012 

継 
狭あい道路整備等促進事業 

 ・町道５０５号線他 三日町 田中城地区 
59,435 

継 県営事業、国県道兼用側溝等工事負担金 9,450 
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区分 事業内容 予算額（千円） 

継・箕 
交通安全対策工事 

 ・グリーンベルト、区画線設置 
8,815 

継 
雨水排水対策事業 

 ・町道１１５号線他 沢・大出地区 
30,000 

継 河川堆積土砂撤去等事業 （緊急浚渫推進事業） 24,000 

継 長岡公営住宅維持改修事業 （下水道接続工事） 15,675 

継 住宅・建築物耐震改修事業 13,363 

継 道路台帳補正業務委託 6,963 

【上水道事業】 

箕・継 
重要給水施設管路更新事業 

（大原配水系) 
207,600 

箕・継 上水道管布設替工事 28,422 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 水道施設照明ＬＥＤ工事 1,000 

【下水道事業】 

新 重要施設管渠耐震化事業 （管路更生工法） 90,000 

継 下水道不明水対策 （調査点検業務委託） 14,377 

継 下水道管路清掃業務委託 12,100 

箕・継 汚水管渠埋設工事 （町単独事業） 41,557 

箕・継 （ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ） 下水道施設照明ＬＥＤ工事 2,000 

継 
下水道事業会計への繰出 

 ・農業集落排水事業分  １４８,０００千円 

 ・公共下水道事業分    ３７２,０００千円 

520,000 

 

 

 

 

 

 「箕輪町こども・子育て応援条例」、「箕輪町こども計画」の基本理念の実現に向けて、 

相手を尊重し、共に学び合い、互いに高め合うことを基盤に、地域や町のよさを体得し

ながら郷土愛を育むことを通して、まちに住む人やまちを想う人にとって心のふるさと

になるようなまちづくりを目指し、次の３つの基本方針に沿って「ふるさと箕輪を愛し、

自ら人生を切り拓いていく人づくり」のための事業を進めます。 

❖６ 学び合い、共に育てるふるさとのまち 
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１ 地域への愛着と誇りを育てる教育の推進 

 町民総参加の教育の推進として、家庭・地域・学校・保育園・企業などが連携して教

育や人材育成に参加し、交流や学びを通して地域社会へ目を向け、地域を創造していく

ことができる教育を進めます。 

 小中学校での「グレードアップＰＬＡＮ」を学校と家庭で共有しての子どもの「自尊

感情の醸成」の浸透、あいさつ運動の推進、各地区の見守り隊との連携、小学校の夏休

み寺子屋教室や中学校の放課後学習の取組みなど、地域の皆様にボランティア参加をい

ただきながら引続き実施します。 

 小・中学校におけるキャリア教育を通して、地域や多くの事業者のご協力をいただき

ながら、ふるさと学習や箕輪学を推進し、ふるさと箕輪町を愛し、ふるさとで働くこと

の尊さについて学んでいます。 

 ふるさと学習「箕輪学」については、地域に愛着と誇りを持てるような学習に取り組

みます。小中学校におけるふるさと学習の充実のため、教職員の研修などを実施します。 

 地域と学校との関係を大切にし、地域と共に歩む信州型コミュニティスクールを全

小・中学校で実施し、開かれた学校づくりを推進します。特に、近年多発している大き

な災害に備え、地域の防災対策と連携し、安心安全な学校づくりや「自助・共助」の資

質育成に取り組みます。 

 今年度、町内の児童生徒を取り巻く環境の変化を踏まえ、町内小中学校の将来像の策

定に向けて開催した「箕輪町の学校の将来像を語り合う懇話会」で出された意見をまと

めていくため「箕輪町立小中学校将来像検討審議会」を設置し、より議論を深め、学校

の将来像を作成します。 

 また、県教育委員会「ウェルビーイング実践校 ＴＯＣＯ-ＴＯＮ」に指定され、変化

の大きな社会、多様性の時代を「生きる力」、将来的に「生き抜く力」をつける子どもを

育む！！姿を目指し、「子どもが主役の学校づくり～ワクワクドキドキする学校～、楽し

く学びがいのある学校づくり」を構想し、「やまほいくの理念を小学校低学年へ導入」、

「中学生と小学５・６年生が協働して箕輪学を実施」、「遊びと学びの融合と地域連携で

共育ち」など具体化してまいります。 

 

 青少年健全育成については、青少年の非行・被害防止、地域の健全な環境を整備す

るため、街頭啓発・有害環境チェック活動・巡視活動・あいさつ運動等を行うとともに、

青少年健全育成推進協議会・地区子ども会の活動を推進してまいります。 

 また、児童遊園については、安心して利用していただけるように、危険な遊具の撤去・

修繕を行い、環境整備に取り組みます。 
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 人権尊重のまちづくりについては、人権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる

偏見や差別をなくし、人権意識の正しい理解と認識を深められるよう、講座・学習会・

講演会等の学習機会の充実に努めます。 

 

 平和の尊さを肌で感じる機会として、箕輪町広島平和交流学習に引続き取り組みます。

令和７年度は、戦後８０年の節目を迎えます。小中学生が広島平和記念式典、ひろしま

子ども平和の集いへの参加等、町の平和学習をさらに推進していきたいと思います。 

 

２ 自己肯定感をもち、創造的に生きていく教育の推進 

 保育園では、豊かな探究心と自己肯定感をもち、主体的に活動できる「みのわっこ」

を育成するために、こどもの「みたい」「触れたい」「知りたい」「やりたい」の好奇心を

育む保育や、経験豊富な地域人材を生かした「みのわっこチャレンジ事業」に引続き取

り組みます。 

 学力向上に向けた施策としては、学校教育指導主事の複数体制を維持し、教職員の指

導力向上を目指す「キャリアアップのための各種研修」や「授業や学級づくりの充実を

目指す校内研修」の充実を図り、教職員一人ひとりが「学校づくりの根幹は授業づくり・

学級づくりである」という自覚を深める学校づくりを継続します。標準学力検査を継続

実施し、客観的なデータをもとに経年的な変化を分析しながら、児童生徒個々の学力の

伸長につながる指導力の向上に役立てます。また、中学生の学力向上を図るための補助

教員を継続配置します。中学校部活動の地域移行については、コーディネーターの配置、

地域協議会の立ち上げ等、引続き移行に向けて準備を進めてまいります。 

 「生きる力を育成する学校教育の推進」として、グローバル化の進行や社会変化の激

しい時代を生き抜くために必要となる「基礎的知識を活用し、自ら考え、判断し、表現

する力、コミュニケーション力」を育む取組みを進めます。 

 

 箕輪町のＩＣＴ教育は、県下でも先駆的にＩＣＴ機器の配備を進め、１人１台端末と

高速ネットワーク環境の整備に加え、大型提示装置やデジタル教材、クラウドルール等

を導入し、活用を推進してまいります。その目的は子どもたち一人ひとりの個性に合わ

せた教育の実現にあります。変化の激しい時代を生き抜くには、多様な子どもたちをだ

れ一人取り残すことのない、個別最適化された創造性を育む教育の実現が重要であり、

ＩＣＴ機器を活用した教育ＤＸを進め次世代の人材を持続的に育てる必要があります。

令和２年度に整備した１人１台端末が更新時期を迎えます。令和７年度から令和８年度

を目途に端末を入れ替え、子どもの学びに資するＩＣＴ教育環境の維持、向上に向け取
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り組んでまいります。引続き学校教育課内に教育ＤＸ推進センターを継続設置し、学校

教育指導主事のほかＩＣＴ教育支援員を配置し、各小中学校を巡回し、機器のトラブル

やＩＣＴ機器の授業活用支援をはじめ、保護者向け情報発信ツールの操作など幅広く教

職員を支援します。併せて教職員の研修も積極的に実施してまいります。また、今年度

も東京学芸大学と連携した授業指導を実施してまいります。なお、教職員に対しては、

児童生徒と向き合う時間の確保が求められていることから、県教育委員会と連携し、教

職員の業務を支援する「校務支援システム」の継続活用と教職員用の校務兼学習パソコ

ンの活用を推進し、授業の改善や校務の効率化を図り、更なる教職員の働き方改革にも

つなげてまいります。 

 １人１台パソコンの自宅への持ち帰りや、スマートフォン、家庭でのパソコン利用に

あたり、不正請求やチャットなどによる情報事故に対応するため、引続き、情報モラル

アドバイザーへの相談窓口の設置や研修を実施してまいります。 

 

 英語指導外国人配置事業は、引続き指導助手を小中学校に配置し、これからの時代に

求められる４技能（「聞く」「読む」「話す」「書く」）の習得を目指した英語学習に引続き

取り組みます。 

 食育の推進については、地元野菜の旬に併せた献立を随時実施するなど、食育と地産

地消の活動の推進、地域の特色を生かした学校給食を実施してまいります。 

 読育の推進については、保育園から中学校までを通して、豊かな心とコミュニケーシ

ョン能力を育むことができるよう進めます。図書館に入れる本を子どもたち自ら選ぶ「選

書会」は、箕輪町独自の取組みとして継続実施します。図書館司書の研修を充実させ、

学校図書館を活用した授業の発展、情報発信の基地としての図書館運営の充実を図りま

す。 

 特色ある学校運営に向けては、小中学校教育振興交付金により各学校が主体的で魅力

ある学校づくりや、子どもの学力向上、教員の指導力向上に向けた取組みを継続してま

いります。 

 また、すべての子どもの学びを保障するため、特別支援教育支援員を継続して配置す

るとともに、学校教育指導主事を中心に、支援を必要とする児童・生徒に対しきめ細や

かな対応を行ってまいります。 

 不登校については、全国的に増えている状況にあり、町内の小中学校においても同様

に増加傾向にあります。特に小学校の低学年を中心に増えています。小学校内に「みん

なの教室」という教室を新設し、対応している学校もあります。一人一台パソコンを活

用した子どもヘルプデスクも設置しているところです。 
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 いじめ・不登校等悩みを抱える児童生徒の支援として、中間教室「もみじ」を継続設

置し、適応指導員を複数配置するとともに、こども相談室・中学校内フリースクール・

子と親の相談員・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等、関係機関と

連携した支援体制を整備し、子どもたちが安心して学ぶことができる居場所づくりに取

り組みます。中間教室の環境改善に向け、移転を含めた検討を進めてまいりたいと思い

ます。また、今年度から、多様な学びの場をつなぐプラットホームとしての役割を担う

ものとして「にじいろ学びステーション」を構想し、学校教育の喫緊の課題である不登

校に対し、未然に防ぐ学級づくりに加え、早期発見、早期対応等による相談支援と多様

な学びにつながるよう、専門的な職員「多様な学びコーディネーター」を配置し、町内

各校への派遣や、こども未来課とともに、不登校の子を持つ保護者や家族の方々との交

流会を実施してまいりました。引続き、町内企業等と連携した「新たな学びの場、人と

の出会いの場の充実」、「フリースクールとの連携」など、箕輪町こども・子育て応援条

例、箕輪町こども計画の基本理念に基づき、様々な主体と連携を深め、多面的に取り組

んでまいります。また、経済的支援の必要な児童生徒への就学支援を行い、義務教育の

円滑な実施を図ります。 

 

 学校施設整備については、昭和４０年代に建築された校舎をはじめ、建築後３０年以

上経過した校舎が約７割を超えるなど、老朽化が進んでいます。また、人口減少に伴い、

児童生徒数も減少する見通しです。子どもたちにとって、教育環境は大変重要な要素で

あります。子どもたちの教育環境整備、向上を図るため、今年度実施している学校施設

長寿命化計画の改訂のための基礎調査結果をもとに、計画を改訂してまいります。また、

学校の教室や廊下の部分補修、改修が必要な床等の工事、給食設備の修繕等を予定して

います。令和７年度は、今年度補正した中部小学校、東小学校、西小学校への太陽光発

電設備、蓄電池設備の整備を進め、学校施設においてもゼロカーボン事業を推進してま

いります。 

 箕輪町の次代を担う子どもたちの健やかな成長を支援するとともに、保護者の経済的

負担の軽減を図るため、令和３年度から子育て応援小中学校入学祝金の支給を始めまし

た。令和５年度からは小学校入学時は２万円へ増額し、中学校については、入学準備の

ために制服や部活動用品などに多額の負担を伴うことから大幅に増額し、入学時に５万

円を保護者に支給しているところです。令和７年度は、中学校の制服が更新されること

を考慮し、中学校入学時に６万円を支給したいと思います。また、依然給食食材の高騰

が続き、さらに令和７年度のお米の値上がりが大きく影響することが見込まれています。

現時点における１食あたりの給食費の見通しとして、小学校３６０円、中学校３９０円
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と見込んでいます。保護者負担の軽減として、今年度、児童生徒一人あたり年間１万円

を支給している支援を、１食あたりの支援に切り替え、給食食材高騰分補助と合わせ、

それぞれ１食あたり１３０円補助してまいります。また、子どもの交通安全と保護者の

経済的な負担を軽減するため、中学校自転車通学者にヘルメットを支給します。 

 学童クラブは、全ての小学校区で開設していますが、全児童の概ね４０％が利用登録

するなど利用者数も増加してきています。帰宅後に仕事などで保護者のいない児童の下

校後の安全で快適な遊びの場や生活の場を確保し、児童の健全育成に引続き取り組んで

まいります。 

 

３ 社会とつながりをもち学び続ける教育の推進 

 社会教育では、国際化、情報化や価値観の多様化を背景に、時代に即した生涯学習の

推進が求められ、特に人との関わりの中での学ぶことが大切です。町民の皆様のニーズ

をお聞きしながら、お互いの関係性を深める社会教育、生涯学習の場づくりを推進して

まいります。あわせて、ふるさとの伝統文化の継承を始め、芸術・文化・スポーツの振

興に資する支援に取り組んでまいります。 

 公民館本館事業の成人大学・学級や各種講座は、受講生同士のつながりを大切にして

教養を深められるように取り組みます。また、それぞれの講座の公開方式での実施など

により、多くの町民が大学や学級の取組みに触れ、関心を持ってもらうような工夫も考

えてまいります。 

 公民館分館活動は、相互の情報提供や共有を図りながら、各分館の独自性を尊重しつ

つ、各分館が地域住民に寄り添い、地域のつながりを築く事業に取組めるよう必要な支

援を行います。 

 また、公民館では箕輪町発足７０周年記念事業として、箕輪町の歴史、産業、文化、

観光、食など多彩な魅力を発見・再認識することによって郷土愛の向上を図ることを目

的に「箕輪ふるさと検定（仮称）」を実施いたします。 

 町内一周駅伝大会は、各分館が練習期間を通して、地区の一体感を育むとともに、異

世代交流の大事な機会ともなり、地域コミュニティ形成の一翼を担う大事な行事であり

ます。「駅伝のまち 箕輪」継承の意義からも各分館や選手が参加し易い大会のあり方を

検討しながら開催を目指します。 

 みのわ町民文化祭は、「展示の広場」とステージ発表の「音楽・芸能の広場」を実施し

てまいります。町民文化祭は、箕輪町の文化、芸能の灯をともし続けることを大切にし、

みんなで創る「手づくり文化祭」であることを自覚しながら、町民の文化活動の総集合

の場にしてまいります。 
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 リニューアル開館した郷土博物館は、新しい設備を活用した積極的な博物館活動を通

じて、これまで以上に親しまれる博物館を目指します。特に、箕輪町発足７０周年を記

念した３つの博物館事業を実施し、箕輪町のこれまでとこれからを考えます。また、所

蔵資料のＤＸ化について検討を開始し、資料及び台帳の整理に着手してまいります。 

 文化財保護事業では、引続き町の大切な財産である各種文化財や埋蔵文化財について、

所有者の皆様等と協力し適切な保存・管理に努めるとともに、「長野県文化財保存活用大

綱」の制定を受け、箕輪町文化財保存活用地域計画策定に向けた検討・準備を始めます。 

 箕輪町誌編さん事業は、箕輪町誌編さん委員会を発足して協議を開始し、まずは基本

計画を作成するとともに、資料の収集・調査に着手してまいります。 

 

 図書館は、「なごみーな」も活用しながら、乳幼児から高齢者まで生涯を通じて読書や

文化に親しむことで、学びや教養を高める場として運営してまいります。 

 図書館事業は、知の情報拠点として、利用される皆様のニーズに合った蔵書の充実を

図るとともに、本に親しみ本の魅力を知ってもらうため幅広い情報発信に努め、読書推

進のきっかけとなる各種講座やイベントを行ってまいります。県立図書館と市町村図書

館で取組む「協働電子図書館」は小中学校の利用促進を図るために全児童生徒に電子図

書館利用ＩＤを発行したところ、上伊那郡市で最も利用者数が多くなりました。今後も

継続的に取り組み、読書環境を充実してまいります。 

 読育推進事業は、保育園や小中学校との連携を一層図るとともに、読育ボランティア

の育成や読み聞かせ等の事業に取り組みます。 

 開館から２８年が経過した文化センターは、各種設備や備品が老朽化しているため、

町文化施設長寿命化計画とゼロカーボンの観点で改修や整備を順次進めます。 

 文化センターホールでの自主事業は、町発足７０周年記念事業として、幅広い年代で

楽しんでいただける催物を開催します。 

 

 生涯スポーツの振興は、年齢や性別を問わず体を動かすことで、他者との連帯感や精

神的な充足感が得られ、体力の向上、健康の保持増進ができるよう事業を推進します。

毎年、多くの皆様にご参加をいただいている町主催の「みのわナイトウォーク」は、参

加者のニーズに応えながら開催します。実行委員会有志が企画する天竜健康ウォークな

どへも協力し、「ウォーキングのまち箕輪」を全国へ発信し、町の知名度向上を図ります。 

 スポーツ人口の増加を目指し、各種スポーツ団体やスポーツ推進委員と協働で行う体

力測定会や町民野球大会など様々なスポーツ振興や、松本山雅ＦＣ（プロスポーツクラ

ブ）による少年サッカーや運動遊び教室を実施し、運動機会を提供します。 
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 フェンシング事業は、全国カデ・エペフェンシング選手権大会等の全国大会の開催を

通して競技の振興を推進し、「フェンシングのまち箕輪」を発信するとともに、２０２８

年長野県開催の国民スポーツ大会の会場地である同競技の普及拡大を行います。あわせ

て、県フェンシング協会の長野国スポに向けた選手強化事業に協力します。 

 屋内スポーツ施設の整備は、町民体育館と武道館を安全で機能的な施設へリニューア

ルすべく本体及び外構の工事を引き続き行います。完成後の町民体育館は、指定避難所

となり防災力の向上にも寄与します。社会体育館は、空調設備の設置及び屋根劣化によ

る雨漏り解消のための工事を行います。 

 

令和７年度 主な予算措置 

区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

拡 子育て応援小中学校入学祝金 16,200 

箕・継 英語指導外国人講師委託 27,339 

箕・継 みのわっこチャレンジ事業 1,923 

箕・継 みのわっこチャレンジ事業 （読育） 1,121 

拡 
支援が必要な児童・生徒に対して、支援員を配置し、安全安心で充実し

た学校生活を確保する 
42,510 

継 
学校教育指導主事複数体制で、教職員の指導力向上及び充実した授業

づくりを図る 
4,253 

継 多様な学びコーディネーターの配置 2,664 

箕・継 
スタディサポート事業 

 （寺小屋教室運営交付金６００千円、放課後学習指導員謝礼２００千円） 
800 

継 広島平和交流学習参加交付金 1,624 

拡 

給食食材高騰支援交付金  １食あたり８０円支援 

 （小学校：２０,２８１千円、中学校１０,８２８千円）  
子育て世帯支援交付金  １食あたり５０円支援 

 （小学校：１２,６７６千円、中学校６,７６７千円） 

50,552 

箕・継 
小中学校教育振興交付金 

子どもの学力向上、教員の指導力向上、魅力ある学校づくりなど、学校

の創意工夫を凝らした自立的な取組みを支援 

4,500 

継 小中学校標準学力検査の実施 2,444 

箕・新 
（ＤＸ）一人一台パソコンの更新 

 （ハード関係：１１８,９１０千円、ソフト関係：７,１３５千円） 
126,045 

箕・継 
（ＤＸ） 児童生徒１人１台パソコンの活用やＩＣＴ機器を活用した教職員へ

の利用支援や研修を目的とした、教育ＤＸ推進センター設置に伴う 

ＩＣＴ教育支援員の継続配置 （情報機器支援 １人、授業支援 ２人） 

8,506 
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区分 事 業 内 容 予算額（千円） 

箕・継 （ＤＸ） ＩＣＴ教育環境整備 （小中学校大型提示装置継続使用） 8,942 

新 箕輪町学校教育施設長寿命化計画改訂業務委託 3,421 

新 
中学校駐車場整備 

 学校行事や生徒の送迎時に利用する駐車場整備 （５４台分を予定） 
24,200 

新 文化センターソファー入替え 1,715 

継 

町制７０周年記念 文化センター自主事業委託 ：（予定時期） 

城南海コンサート （６月） 

日本の太鼓in みのわ （８月） 

豊島区交流アンサンブルコンサート （１１月） 

人権講演会（渡部陽一氏 戦場カメラマン） （１１月） 

古田人形定期公演 （１２月） 

5,621 

新 地域交流センター会議椅子等入替え 1,777 

箕・継 みのわナイトウォークの開催 8,219 

箕・拡 
県フェンシング協会補助金 

 ２０２８長野国スポに向けた選手強化 
1,097 

箕・継 
フェンシングによるまちづくりの推進 

 全国カデ・エペフェンシング選手権等の開催 
3,200 

継 町内一周駅伝大会・みのわ町民文化祭の実施 4,834 

新 社会体育館大規模改修工事 252,134 

新 町民体育館備品・消耗品費 25,844 

継 公民館大学・学級、講座などの成人講座事業 864 

新 町発足７０周年記念公民館事業 211 

継 一般図書及び映像資料購入 5,300 

箕・継 （ＤＸ） デジタルアーカイブ事業 537 

拡 成人向読書・文学講座事業 330 

箕・継 （ＤＸ） 協働電子図書館 電子書籍購入負担金 99 

新 町発足７０周年記念博物館事業 1,730 

箕・拡 箕輪町誌編さん事業 2,238 

 

 令和７年度の施政並びに予算編成方針の概要と、第５次振興計画に掲げられた６つの

まちの将来像に沿った主な事業の内容説明は、以上のとおりでございます。 

 

 次に各特別会計予算の編成概要を申し上げます。 
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❖国民健康保険特別会計 

 箕輪町国民健康保険特別会計は、予算総額を２０億６,９３０万９千円と定めるもので、

前年度比２.５％の減となっております。被保険者数は３,７２０人で 前年度比４０７人

の減を見込んでおります。 

 歳入の主なものは、国保税３億７,５０３万９千円と 県支出金１５億 ８６７万２千円

で、歳出の主なものは、保険給付費１５億 ３７０万８千円と､県納付金４億９,０２２万

１千円となります。 

 なお、令和７年度に税率の改定を行う予定はございません。各種検診や保健事業への

取組、徴収率の向上に努め、被保険者の健康推進と医療費の適正化に努めてまいります。 

 
 

❖後期高齢者医療特別会計 

 箕輪町後期高齢者医療特別会計は、予算総額を４億 ７１４万１千円と定めるもので、

前年度比５.５％の増となっております。 

 被保険者数は、４,４８９人で 前年度比６７人の増を見込みました。 

 歳入は、保険料の３億２,２４８万２千円と、一般会計からの保険基盤安定繰入金  

７,１３８万５千円が主なもので、歳出は、長野県後期高齢者医療広域連合へ支払う保険

料等負担金の３億９,３８６万９千円と、事務費の１,１９７万４千円が主なものとなっ

ております。 

 引続き、長野県後期高齢者医療広域連合と連携を図り円滑な運営に努めてまいります。 
 
 

❖介護保険特別会計 

 箕輪町介護保険特別会計は、予算総額を２４億８,７２５万円と定めるもので、前年度

比６.３％の増となっております。 

 主な歳出であります保険給付費は、２２億９,１００万円を見込み、介護報酬の改定や

介護サービス受給者の増加などにより前年度に比べ１億４,１０５万円、６.６％の増と

なっております。 

令和７年度 特別会計予算について 
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 介護保険第１号被保険者の保険料については、引続き低所得者に対して保険料の軽減

を行い負担の軽減に努めます。 

 また、今後も高齢者の増加が見込まれる中、社会保障を持続可能なものとするため、

生活支援を地域で支える体制づくりがますます重要となります。要介護状態となっても

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、これま

で築いてきたネットワークをさらに強化し、地域包括支援センターを核にして、地域と

専門職、専門機関が連携し、引続き包括的な支援を進めてまいります。 

 また、地域支援事業において、介護予防の推進や、認知症高齢者に対する支援、医療

介護連携、虐待防止や成年後見利用促進などの権利擁護も積極的に進めてまいります。 

 介護保険事業については、３箇年の２年目となる「第９期介護保険事業計画」を基本

に、引続き適正な介護サービスの提供や保険料の確保、基金の取り崩し等を行い需要と

供給のバランスに配慮し事業を推進してまいります。 
 
 

❖水道事業会計 

 箕輪町水道事業会計は、収益的収入は ５億１,５８１万４千円で、前年度比０.０％の

微増、収益的支出は ５億１,０３０万４千円で、前年度比０.４％の増となっております。 

 資本的収入は２億 １２５万円で、前年度比５.６％の減、資本的支出は４億１,７０６万

９千円で、前年度比０.１％の増となっております。差引き不足額の２億１,５８１万  

９千円については、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的収支調整額で

補てんするものです。 

 平成３０年度に策定したアセットマネジメント(長期資産管理計画）を基本に経営を見

直し、将来必要となる施設更新費用の把握と平準化を図り、水道事業を安定的に持続で

きるよう、持続可能な水道基盤の強化に取り組んでまいります。 

 建設改良事業は、防災・減災及び有収率の向上の視点から、重要給水施設に接続する

老朽管の布設替工事を計画的に実施し、安全・安心な水道の供給に努めてまいります。 
 
 

❖下水道事業会計 

 箕輪町下水道事業会計は、収益的収入は ９億８,９６４万３千円で、前年度比５.８％

の減、収益的支出は ９億７,８５１万９千円で、前年度比１.０％の増となっております。 

 資本的収入は７億１,４８０万円で、前年度比７.８％の増、資本的支出は１０億  

２５４万２千円で、前年度比３.３％の増となっております。予備費を除いた差引き  
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不足額の２億８,５７４万２千円については、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分

損益勘定留保資金で補てんするものです。 

 公営企業会計では、現在の使用料を継続すると、人件費や物価高騰などによる維持管

理費の増加や人口減少に伴う使用料収入の減少による財源不足が見込まれることから、

令和７年１０月からの下水道使用料の値上げを予定しております。経営的な課題として

あります不明水対策については、広範囲な管路網から発生エリアを特定するため、流量

計や水位計を設置したスクリーニング調査とテレビカメラを使用した詳細の調査を実

施し、侵入水の早期解消を図ります。また、管の閉塞や大規模な道路陥没が起きないよ

うカメラ調査と修繕のサイクルを継続し、適正な維持管理に努めてまいります。 

 下水道の地震対策としましては、能登半島地震の被害や人口減少等を踏まえ、強靭で

持続可能な上下水道システムを構築するため、重要施設に接続されている下水道の幹線

管渠の耐震化を国の制度に合わせて今年度から実施してまいります。 

 

 

 以上、各特別会計予算の編成概要を申し上げました。よろしくご審議ご決定ください

ますようお願いいたします。 

 

 


